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夏の暑さはプールで吹き飛ばそう

和名 ケ谷 スポ ーツセ ンタ ープ ール

0391-5990 番

利用時間…午前９時～午後9眄

料金(2 時間)…大人６００円　子ども(中学生以下)

２００円

定休日…毎月第３月曜日(祝日の場合は翌日)・年

末年始

※駐車場は有料(1 回 ５００円)

クリ ーン セン タ ー温 水プ ール

登385-7100 番

利用時間…屋外プールと同じ(各回総入れ替え制)

料金(2 時間)…大人４００円　子ども(中学生以下)

１００円

定休日…月曜日(祝日の場合は翌日)・年末年始

温
水
プ
ー
ル
を
利
用
す
る
際

は
水
泳
帽
が
必
要
で
す

人 口 と 世 帯　6 月1日現在

人口

男

女

世帯

460,947 人 ［＋

234,104 人 ［＋

226,843 人 ［十

175,000 世帯［＋

592]

373］
口

219］ 冐

474］ 比

主 な 内 容　　　　　　 ぐ口

行政リストラ実施状況　　　 ②

健康推進員に気軽にご相談を ③

常盤平駅周辺駐輪場の

受け付け開始　 ④

監査結果の公表　　　　　　 ⑤

情報チャンネル　　　　⑥⑦

一
年
中
泳
げ
る
温
水
プ
ー
ル
も
ご
利
用
く
だ
さ
い

野外市営プールＯ

１回 目

2 回 目

3回 目

午前9時～11時

正午～午後2時

午後3時～5時

※7/10火)～18(齠(土・日曜日

を除く) の間は、1回目の

時間は利用できません。

※天候等により中止、また

は時間帯を変更する場合

があります。

大人…200 円　子ども（中学生以下）…50 円

運動公園プール

ア門3(日)・27( 日)・30( 水)・31

床 ・8/25( 月)( 水泳 大会開催 の

ため)

中央公園プ ール・新松戸プール

・東部スポーツパークプール

7/7(月)・14(月)

運動公園プ ール　登363-9554番

新松戸プ ール　Q342-9332 番

水上勉原作
演劇公演

水上 勉（みすか み つ とむ）

大正8 年3月８日、福井県で宮大工

を父とする次屶に生 まれる。職後

まもなく宇野浩二 に師事し、昭和

23 年に「フラ イパンの歌」を処女

出 版してベストセラーに。

昭和32年9 月から昭和34年10月 ま

での2年余 り市内の下矢 切に 在住。

直木賞候補となる 「霧と影」を昭

和34年に刊行し、 昭和36年「雁の

寺」で直木賞を受賞。

代表作に、「飢餓海峡」「五番町

夕 霧楼」「越 後つ つい し 親不 知 」

「越前竹人形」などがあり、最近の

著作物としては「骨壷 の話」「精進

百撰」など。

安 全 に 利 用 す る た め に

(1)かぜや目の病気そ の他伝染病 の人は

泳げません。

(2)幼児等は保護者の同伴が必要です。

(3)プールサイドでは飲食できません。

(4)50m プールでの遊泳は小学校4 年生以

上または保護者が同伴してください。

(5)浮輪類はこどもプールでのみ使用で

きます。

(6)係員の指示には必ず従ってください。

中央公園プ ール　Q363-6863 番

東部スポーツパークプール0391-0944 番

越前竹人形本日発売
市では今秋、かつて市内に在住していた小

説家・水上勉氏に関わる特別展（下記）を予定

しています。

全体の詳細は広報まつど10月５日号でお知ら

せしますが、それに先だち水上氏原作の演劇

公演「越前竹人形」のチケットを発売します。

そのほか予定している 事業

Ｏ水上勉氏絵画、陶器等の作品展示会

Ｏ講演会「劇場のそとで」

講師 劇団文化座代表・佐々木愛氏

Ｏ映画会「越後つついし親不知」

Ｏ資料特別展示コーナー「水上勉の著作物」他

圃市立図書館本館S365-51  15 番

オープン

PEN

夏
は
プ
ー
ル
で
泳
ご
う

7/11
▼

Ｓ/3

越
前
竹
人
形

主
演

有
馬
稲
子

演劇公演｢ 越前竹人形｣ 地人会公演

10/24窗午後6時開演　会場森のホール

21　 出演有馬稲子、犬塚弘、山本亘ほか

費用3,000円　チケット予約松戸市文化振

興財団S384  -2221番(午前10時～午後4時

月曜休館)、チケットセソン003-3250-

9922 番、チケットぴあ登03-5237-9988番、

ローソンチケット003-3569-9900 番

m ７1

利用できない日

料金　2時間

利用時間（各回総入れ替え制）

’松
戸
駅
か
ら
京
成
バ
ス
高
塚
梨
香
台
線
ま
た
は

国
分
線
で
「
陣
ヶ
前
」
下
車
徒
歩
1
1分

・
松
戸
駅
か
ら
新
京
成
バ
ス
三
矢
小
台
行
き
で
「

芙
野
里
ハ

イ
タ
ウ
ン
」
下
車
徒
歩
９
分
、
ま
た

は
日
枝
神
社
行
き
で
「
富
士
見
台
」
下
車
徒
歩

一一
丿
分



お知らせします

行政リストラ
市民と行政の

パートナーシップ

の強化

実施状況

行

政

手

続

条

例

の

制

定

市

が
行

う
「
許

認
可

」
や
「
行

政
指

導

」
、
市

に

提
出

さ
れ

る
「
届

出

」
の

手

続
に

つ

い
て
、

よ
り
公
正

で

透
明

な
も

の
と
し

、
市

民
の
権

利
を

保
護

す

る
た

め
、

そ

の
事

務
手

続
き

の
共

通

の
ル

ー
ル

を
定

め
た
行

政
手

続
条

例
を
制

定
し

、
平

成
９
年

４
月

か
ら

施

行
し

ま
し

た
。

窓

ロ

サ
ー

ビ
ス

の

強

化

・
充

実

テ
レ
ビ
電
話
を
通
じ
、
支
所
か
ら

か
市
役
所
の
担
当
者
と
書
類
の
記
載

方
法
な
ど
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
よ

市では平成7年11 月に「松戸市行政リス

トラ実施計画」を策定し、平成8年度から

10年度までの3ヵ年の間に、実施予定の見

直し事業として296 項目を掲げました。

平成9年度はその2年次目に当たります。

今年度実施する主な事業（本文）と実施状

況（下表）をお知らせします。

醫事務管理課

う
、
昨
年
度
は
、
新
松
戸
支
所
と
六

実
支
所
に
テ
レ
ビ
電
話
を
設
置
し
ま

し
た
。
今
ま
で
市
役
所
に
来
な
く
て

は
で
き
な
か
っ
た
複
雑
な
申
請
が
、

支
所
で
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
年
度
も
よ
Ｉ

充
実
し
た
サ

ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
新
た
に
常

盤
平
支
所
と
矢
切
支
所
に
テ
レ
ビ
電

話
を
導
入
し
ま
し
た
。

審

議

会

委

員

選

任

基

準

の

策

定

各

種
審

議
会
等

は

、
行

政
に
対

す

る
市

民

の
意
見

の
反

映

や
専

門
的

観

点

か
ら

の
検

討

な
ど

を
目
的

と
し

て

設
置
し

て

い
ま

す
。
審

議
会

等

の
運

営
に

あ
た

っ
て

は
、
行

政

の
意
思

決

定

の
公

正

を
保

つ
上

で
、
透

明

な
も

の
で

な
け

れ

ば
な
り
ま

せ

ん
。

市

で
は

、
委

員

の
選
任

に
あ

た
り

、

再

任

の
制

限

、
女

性

委

員

の

登

用

、

公

募
委

員

の
登
用

な

ど
、
審

議
会

等

の
委
員

の
選

任
基

準

を
今
年

度
内

に

策
定
し

ま

す
。

行政リストラ実施状況

市民と行政の

パートナーシップ の強化

社会の環境変化に

対応し た施策の再編
新たな行政システムの構築

●消費生活モニターの任期延

長と事業の見直し

●市政見学会の充実

●女性行動計画推進協議会に

公募委員を導入

●電話サービスの強化・充実

(転送電話の導入)

●支所での不在者投票の実施

●一時的保育サービスの拡充

●花火大会への市民参加

●国民健康保険の支所取扱範

囲の拡大

ほか35件

●健康診査事業における登録制

度の導入

●地域医療懇談会を廃止し 、地

域保健医療推進協議会に統合

●こども 祭の計量コーナーを消

費生活展に統合

●中小企業の預託融資の種別を

13種から数種に統合

●アメリカシロヒトリ防除事業

の委託を廃止し 、自主防除を

拡大

ほか23件

●行政監査（事務監査）の実施

● 職員共済組合交付金の20％削

減

●ごみ処理経費の見直し

●受益者負担適正化に向けての

指針の策定

● 職員被服貸与の一部見直し

● 救助隊の再編成

●国際交流室の設置（文化国際

担当の設置）

●市政ビデオ上映機会の拡充

ほか50 件

●公文書公開推進委員会によ

る情報提供の構築

●年間指名契約業者および指

名基準の公表等

●道路緑花への市民参加

●自主防災組織の支援とモデ

ル町会の設置

●学 校余裕教室の活用

●市立幼稚園経営の見直し

●図書館（本館）の夜間開館

の一部試行

ほか3件

●長期療養者等見舞品支給事業

（廃止）

●かさあげ工事資金融資事業

（縮小）

●観光地（矢切・本土寺）周辺

の整備充実

●障害者雇用促進の支援

●ポケットパークの維持管理方

法の見直し

●ファミリーサポートセンター

事業の実施

ほか2ｲ牛

●新税システムの構築

●普通財産貸付地の売却促進

●接遇研ｲ彦の増設と受講者の拡

大

●電算研修リーダーの養成

●庁内ＬＡＮの導入

●部局内の職員応援体制の充実

●水道部組織の見直し

●水質汚濁発生源対策の強化

●福祉公社によるホームヘルプ

サービスの拡大

ほか32件

●こども 新聞の対象内容等見

直し検討

● 一般廃棄物基本計画策定へ

の市民参加

● ホテル等建築審査会の定数

見直し

●自転車駐車場の適正管理

● 高齢者等に優しい公共施設

設計指針の策定

●常盤平さくら通り等の快適

環境の整備

●市営住宅に関する手続の簡

素化

ほか1ｲ牛

●前納報償金制度（廃止）

●乳児医療に係る薬剤容器代支

払事業（廃止）

●老人医療に係る薬剤容器代支

払事業（廃止）

●訪問電話料金助成事業（縮

小）

●各種見舞品支給事業を他事業

に転換

●衛生害虫駆除薬剤あっせん事

業を他事業に転換

●消毒器材購入補助制度を機器

の貸出事業に転換

ぼか6件

●敬老おこづかい等の一律給付

の見直し

●団体運営費補助金の20％削減

●収納体制の強化・マニュアル

の作成

●粗大ご み収集の有料化

●東部スポーツパーク体育館の

夜間業務委託

●ユーカリ交通公園の業務委託

●学佼への現物支給対象品目の

統一化

●地区社会福祉協議会の推進と

活動拠点の確保

ほか16件

社会の環境変化

に対応した

施策の再編

地

域

防

災

計

画

の

強
化

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
生

か
し
、
本
市
の
直
下
型
地
震
を
想
定

し
た
新
た
な
地
域
防
災
計
画

を
策
定

し
ま
す
。

迅
速
な
初
動
体
制
や
情
報
の
収
集

・
伝
達
体
膸
の
確

立
な
ど
危
機
管
理

体
腮
の
充
実
、
強
化
を
図
り
ま
す
。

こ

ど

も
映
画

大
会

を

移

動
児

童

一
館

人

形

劇

に

転
換

映
像
メ

デ
ィ
ア
と
比
較
し
て
接
す

る
機
会
の
少
な
い
生
の
人
形
劇

・
演

劇
等
を
上
演
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子

ど
も
た
ち
の
未
知
な
る
感
性
を
高
め

ま
す
。

そ
こ
で
映
画
大
会
に
替
え
て
、
市

内
各
地
域
か
ら
の
参
加
を
期
待
し
て

移
動
児
童
館
を
平
成
８
年
度
か
ら
年

四
回
、
地
域
を
分
散
し
て
上
演
し
て

い
ま
す
。

資

源

ご

み

集

団

回

収

補

助

金

を

報

奨

費

に

転

換

集
団
資

源
回

収

（
リ
サ
イ

ク
ル
活

動

）

の
さ
ら

な
る
推

進
と
適
正

化
を

図

る
た

め
、

奨
励

金
交

付
制

度
に
改

め

、
活
動

団
体

と
’回
収

業
者

は
三
年

に

一
度

の
登
録
更

新

・
回
収

業
者
へ

の
奨
励

金
は
四
半

期
毎
の
市
況
に

応
じ
た
単
価
設

定
等
、
制
度

の
全
面
的
な

見
直
し
を
実

施
し
ま
し

た
。

新たな

行政システム

の構築

」
補

助

金

交
付

に
関

す

る
指

針

の

策

定補
助
金
は
、
行
政
の
全
般
に
わ
た

。
り
、
そ
の
代
行
、
補
完
の
役
割
を
果

｛

た
し
、
行
政
の
効
率
性
の
上
か
ら
有

効
な
制
度
で
す
。

こ
の
指
針
で
は
、
限
ら
れ
た
行
政

資
源
を
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
に
活

。
用
す
る
た
め

、
補
助
金
等
の
有
効
性

一
等
に
つ
い
て
、
客
観
的
に
判
断
す
る

」
基
淮
を

示
し
、
補
助
金
交
付
事
業
の

「

適
正
な
執
行
に
資
す
る
こ
と
等
を
目

」
的
と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

松

戸

市

統

計

書
の

有

償

提

供

市
政
に
関
す
る
情
報
を
市
民
に
積

極
的
に
提
供
す
る
こ
と
は
、
行
政
と

市
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構

築
を
図
り
、
市
民
に
開
か
れ
た
行
政

を
実
現
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
な
も

の
で
す
。

こ
う
し
た
情
報
提
供
施
策
の
充
実

策
の
一
環
と
し
て
、
市
が
発
行
す
る

刊
行
物
の
う
ち
統
計
書
や
各
種
の
報

告
書
と
い
っ
た
一
般
市
民
が
入
手
で

き
な
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
、
よ
り

詳
し
く
市
政
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
本
年
度
か
ら
、
市
役
所
別
館
一
階

の
行
政
資
料
セ
ン
タ
ー
で
有
償
頒
布

を
実
施
し
ま
し
た
。

女

性

消

防

団

員
の

採

用

消
防
団
の
活
性
化
と
充
実
強
化
お

よ
び
市
民
の
安
全
を
守
る
防
火
防
災

の
新
た
な
活
動
力
と
し
て
、
女
性
消

防
団
員
の
採
用
を
図
り
ま
す
。

原

爆

被

爆
者

に

見

舞

金

を
支

給

し

ま

す

対
象
平
成
９
年
７
月
１
日
現
在
松

戸
市
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳
・

外
国
人
登
録
原
票
に
記
載
ま
た
は
登

録
さ
れ
て
お
り
、
被
爆
者
健
康
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
　
見
舞
金

額
年
額
一
人
八
千
円
（
８
月
中
に
申

請
者
名
義
の
口
座
に
振
り
込
み
）

圃
７
月
１
日

㈹
～
2
2囗

㈹
の
間
に
、

印
鑑
・
被
爆
者
健
康
手
帳
・
申
請
者

名

峩
の
金
融
機
関
と
口
座
番
号
と
預

金
種
別
等
を
確
認
で
き
る
も
の
を
持

っ
て
援
護
課

・
各
支
所
へ

圜
援
護
課
社
会
係

寡

婦
慰

問

品

を

贈

呈
し

ま
す

対
象
平
成
９
年
１
月
１
日
か
ら
1
2

月
3
1日
の
間
に
満
七
十
歳
と
な
り
、

か
つ
６
月
１
日
現
在
県
内
に
居
住
し

て
い
る
寡
婦
の
人

（
か
つ
て
母
子
家

庭
の
母
と
し
て
二
十
歳
未
満
の
お
子

さ
ん
を
扶
養
し
て
い
た
人
）
以
嬰

事

項
氏
名
・
生
年
月
日

・
住
所
・
母
子

家
庭
と
な
っ
た
時
期

惠
７
月
1
8日
窗
ま
で
に
、
直
接
ま
た

は
電
話
で
援
護
課
へ

※
贈
呈
は
Ｈ
月
ご
ろ
の
予
定
で
す
。

鬩
援
護
課
庶
務
係

固
定
資
産
税
の
「
評
価
替
え
」
に
よ
る

地
代
・
家
賃
の
紛
争
は
住
宅
相
談
へ

今

年
度

の
固
定

資

産
税

の
評

価
替

え

に
伴

い
、
土
地

に

つ

い
て

は
「
負

担
水

準
（

※
１

）
の
均
衡

化
」
を
基
本

的
に

重
視
し

て

い
る
こ

と
か

ら
、
負

担
水

準

の
低

い
土
地

は
、
な

だ
ら

か

に
税

負
担

が
増
大

す

る
こ

と

と
な
り

ま
す

が
、

高

い
土
地

は
据
え
置

き
ま

た

は
引
き
下

げ
と

な
り
ま

す

。

都

市
計
画

税

に
つ

い
て
も

、
条
例

に
よ

り
固
定

資

産
税
と
同

様

の
結
果

と
な

る
よ
う

な
措

置

が
講
じ

ら
れ
ま

す

。ま

た
、
家

屋

の
評
価

に
つ

い
て

は

三
年

間

の
建

築
物

価

の
変
動

を
反

映

し
て

、
再
建

築
価

格
（
※
２

）
の
基
礎

と

な

る
単

価

が
見

直

さ

れ
ま

し

た

。

そ

の
結
果

、
建
築

年
次

が
古
く

、
評

平 成8年度課税標準額
※１　負 担 水準 ＝

平成9 年度価格（×住宅用地特例率）

※２　再建築価格

評価の対象となった家屋と全＜同じも のを評価の

時点で再び新築する 場合に必要とする建築費です。

平 成9 年 度 の 税 額｀(試 算)

木造・専用 住宅( 平成2年建築 、床面積100m2) と

こ れにかかる敷地(200m2) の場合

価
額

が
低

い
家
屋

を
除

い
て

、
比

較

的
新
し

い
家
屋

は
評
価

狽
が
下

が
り
、

税
負

担
も
下

が
り

ま
す

。

今

回

の
評

価
替

え
に

よ
り

、
地
代

や
家

賃

の
改

定
等

が
行

わ

れ
、
紛
争

が
生

じ
た
場

合

は
、
住

宅
相

談
を

ご

利
用

ぐ
だ

さ

い
。

住

宅
相
談

で

は
、
専

門

の
相
談
員

が
皆

さ

ん
か
ら

の
相
談

に
応

じ
て

い

ま
す

。
相
談

の
開

設
日

は
、
ハ

ペ
ー

ジ

の
「
相

談
あ

ん
な

い
」
を

ご
覧
く

だ

さ

い
。

※
参

考
ま

で
に

、
住
宅

お
よ

び
住
宅

地

の
一

般
的

な
税
額

を
左

に
示
し

ま
し

た

。

醋
市

民
相

談
室

区分 税の種類 平成8年度 平成9年度

土

地

固定資産税 2ﾜ,900 円
29,300 円

(5.0％)

都市計画税 16,300 円
16,300 円

(据え置き)

家

屋

固定資産税 ﾜ8,500 円
68,900 円

(△笆2 ％)

都市計画税 12,900 円
11,300 円

(△12.496)

(資産税課税課作成)

平
成
９
年
度
に
実
施
す
る
も
の

継
続
中
の
も
の

平
成
８
年
度
で
完
了
し
た
も
の



健
康
推
進
員
に
気
軽
に
ご
相
談
を

４
月
１
日
に
健
康
推
進
員
百
七
十
六
人
を
新
た
に
委
嘱
し
、

二
百
三
十
六
人
が
各
地
域
で
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

健
康
に
つ
い
て
の
相
談
や
市
の
事
業
・
制
度
を
知
り
た
い
と

き
に
は
、
お
近
く
の
健
康
推
進
員
に
気
軽
に
声
を
お
か
け
く
だ

さ
い
。

鵞
健
康
課
昔
3
6
6
・
7
4
8
6
番

川井敏久

市長室・発

江戸川の水上バス構想

堀みづほさん・志織ちゃん親子を訪ねて

アドバイスする健康推進員の船木佳枝さん(左)

健康推進員とは

地域と行政のパイプ役として妊婦さんや赤ちゃん

のいる家庭を訪ね、心配ごとを聞いたり、育児に関

する事業等を紹介しています。

また、基本健康診査やがん検診の登録を勧め、病

気の予防や早期発見の大切さを伝えています。

先
日
、
江
戸
川
水
上

バ
ス
就
航

現
地
調
査
の
た
め
、
野
田
市
か
ら

船
で
江

戸

川
を
下

っ
て

き
ま
し

た
。平

成
６
年
に
千
葉
県

の
五
市
一

町
、
茨
城
県

の
一
町

一
村
で
設
立

江
戸
川
を
視
察
す

る
市
長

本

庁

地

区

…
青
柳
伯
枝
、
宇
田
川

す
み
江
、
高
橋
礼
子
、
新
福
芳
子
、

佐
藤
里
美
、
鳥
海
典
子
、
水
野
由
美

子
、
石
川
裕
子
、
中
村
洋
子
、
茂
木

利
子

明

第

１

地

区
・：
西
尾

利

子

、
飯

田

す
み
子

、
五

十
嵐
倫
代

、
中

山
良
子

、

伊
藤

泰
子
、
鈴
木
幸
江

、
上

田
敏
子

、

石
毛

典
子
、
小

川
悦
子

、
大

野
田

づ
、

青
木

菊
子

、
志
村
春

代
、
鈴
木

照
枝

、

松

迫
悦
子

、
大

山
雪

江
、

宇
田

川
昌

子

、

守
屋

あ
け

み

、

渡
部

冨

美

江

、

岡

本
月
美

、
辻
久
恵

明

第

２

地

区
：

夫

辻

さ
く

、

銀
山

泉

、
大

塚
ま

ち
子

、
吉
田

明
美

、
斉

藤

洋
子
、
六
渡
寺
由

利
、
鈴

来
久
子

、

池

田
隆
子

、

前
田

雅
子

、
飯
野

美
知

子

、

長

橋

ミ

サ
子

、

清

水
真

理

子

、

堀

切

八
千

代

、
永
田

富

美
代

、
近
藤

ひ

さ
子

、

廣

瀬
早

苗

、
手

塚

キ
ミ

、

青

柳
敏
恵

、
滝
口

玲
子

、
石
井

英
子

、

鶴

巻
礼

子
、

中
野

ト

シ
子

、

上
田
秀

さ
れ
た
「
江
一
戸
川
舟
運
問
題
研
究

会
」
で
は
、
江
戸
川
の
舟
運
就
航

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
多
く

の
協

議
を
重
ね
て
き
て
お
り
、
各
自
治

体
の
関
係
者

が
参
加
し
て
、
今
回

の
視
察
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

流
山
市
か
ら
上
流
は
水
深

が
浅

く
、
四
～
五
人
乗
り

の
ボ
ー
ト
に

分
乗
し
ま
し
た

が
、
川
底
に
当
た

っ
て
し
ま
う
程
で
し
た
。
一
メ
ー

ト
ル
以
上
も
あ
ろ
う

か
と
思
わ
れ

る
多
数
の
魚
が
、
我
々
の
船
下
り

を
歓
迎
す
る
か
の
よ
う
に
今
に
も

ボ
ー
ト
の
中
に
飛
び
込
ん
で
く
る

く
ら

い
飛

び
跳

ね
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
川
の
中
州
に
は
十
五
～
六

種
類
も

の
野
鳥
も
見

る
こ
と
が
で

き
、
自
然
の
豊
か
さ
を
感
じ
ま
し

た
。流

山
市
か
ら
は
釣
り
舟
に
乗
り

子
、

蜂
谷
桂
子

、
遠
藤
直
子

小

金

原

地

区
：
中

嶋

江

以
子

、
田

中
延
子

、
小
松

千
恵
子

、
中
橋

絹
子
、

恩
田

典
子

、
茂
又

秀
子

、

高
橋

さ
江

子

、
百
野

弘
子

、
小

林
真
佐

子
、
所

優
子

、
古

市
洋
子

、

武
藤

晴
美

、
伊

藤
眞

理
子

、
吉
村
栄
子

馬

橋

地

区
：
長

岡

美

津
江

、
秋
元

和
子

、
藤
森

美
代
子

、
小
林

恵
美
子

、

花

嶋
光
子

、
遠
藤
久

子
、
大

森
隆
子

、

花

嶋
純
代

、
江

本
と

し
子

、
橋

爪
隆

子

、
清

野
三

重
子

、
成
嶋
和

代

、
沖

敏
子

、
深

洋
豊
美

小

金

地

区
・：
長
尾
悦
子
、
倉
部
規

好
子

、
鈴
木
道
子
、
小
宮
光
子
、
植

竹
弘
子
、
森
喜
代
子
、
榎
原
和
子
、

小
川
節
子
、
須
藤
か
よ
子
、
月
見
里

幸
子
、
西
陸
幸
子
、
大
野
月
子

新

松

戸

地
区

…
長
谷
川
茂
子
、
丸

茂
照
子
、
橋
本
三
栄
子
、
五
十
嵐
満

里
子
、
笛
田
和
子
、
鈴
木
孝
子
、
鎌

滝
鈴
、
松
下
明
子
、
菅
谷
悦
子
、
深

井
八
重
子
、
吉
村
久
美
子
、
箱
田
幸

恵
、
小
林
美
代
子
、
中
田
勝
子
、
伊

藤
義
子

、
古
川
瑞
枝
、
伊
藤
絢
子
、

友
澤
由
美
子
、
松
倉
悦
子
、
清
水
冨

換
え

、
葛
西
臨
海
公
園
沖
を
折
り

返
す
コ

ー
ス
で
あ
り
ま
し
た

が
、

時
間
の
都
合
で
江

戸
川
区
篠
崎
で

下
船
し
ま
し
た
。

江

戸
川
の
水
上

バ
ス
構
想
は
夢

の
あ
る
話
で
あ
り
、
広
域
的
な
問

題

と
し

て
取
り

組

ん
で
お
り

ま

す
。私

は
、
こ
の
構
想
を
実
現
さ
せ

て
、
ま
ち
お
こ
し
に
活
用
で
き
な

い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

現
在

、
小
岩
菖
蒲
園
と
葛
西
臨

海
公
園
の
間
を
水
上
バ
ス

が
運
航

し
て
お
り
、
大
勢
の
観
光
客
が
訪

れ
て
い
ま
す
。

松
戸
駅
に
近
い
江
戸
川
の
河
川

敷
に
船
着
場

を
設
置
で
き
れ

ば
、

松
戸
か
ら

デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
へ

船
で
行
っ
た
り
、
東
京
か
ら
の
観

光
客
に
も
矢
切
の
渡
し
を
見
物
し

五

香

六

実

地

区
・：
栗
田

洋
子

、
半

沢
文
子

、
溝
部

洋
子

、
岩
間
由
己

子
、

磯
節
子

、
高
原

孝
子

、
関
井
知
江

子

、

安
達

志
生

美
、
氏

家
順
子

、
福
井

典

子
、

渡
来

良
子

、
中
西

崇
子

、
石

井

三

枝
子

、

熊

倉

啓
子

、
岩

本

幸
子

、

外
山

梢
、
築

島
尚

子
、

山
田
麗
子

東

部

地

区

…
田

中

文

子

、
湯

浅

節

子

、

阿
津

坂

博

子

、
松

戸

ひ

さ

子

、

秋
葉
和

恵
、
松
丸
教
子

、
板
倉

嘉
子

、

北
山

操
、
遠

藤
優
子

、
針
谷

昭
子

矢

切

地

区
・：
島

根
眞

砂

子

、
田

村

テ
ッ
子
、
照
井
え

っ
子
、
峰
岸
和
子

、

山
下

多

津
子

、
西

山
陽
子

、
中

村
照

子

、
多
田
正

子

常

盤
平

団

地
地

区
・
：
岡
冨
恵
、
林

さ
わ
子
、
富
田
晴
子

常

盤

平

地

区
・
：
高
橋

理
子

、

関

武

子

、
笹

川
二

三
子

、
白

鳥
恵
子

、
松

川
文

子

、

塚
田

洋

子

、

黒

岩
久

子

、

安
蒜

美
枝
子

、
佐

藤

き
み
江

、
山

本

初
子

、
洋

田

光
江

、

熊

田

み

ど
り

、

平
野

あ

や
子

、
井

川
和

子
、

高
橋
千

代

、
佐

藤

あ

や
子

、
飯

田

世

津
子

、

吉
洋
幸
子

、
向

井
洋
子

、
村
上

浩
代
、

鎌
田
優

子
、
前
田

祐
子

〔
敬
称
略

〕

た
後
、
戸
定
歴
史
館
等
の
施
設
を

見
て
も
ら
え

る
の
で
観
光
事
業
の

一
翼
に
も
な
り
、
将
来
は
通
勤
に

も
使
え

る
の
で
は
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
首
都
圏
に
大
地
震
が
発

生
し
、
道
路
や
鉄
道
が
被
害
を
受

け
た
場
合
に
は
、
船
が
住
民
の
救

援
用
の
水
・
食
料
・
医
療
品
や
復

旧
用
物
資
機
材
の
輸
送
お
よ
び
復

旧
活
動
に
効
果

を
発

揮
し
ま
す
。

現
に
阪
神

・
淡

路
大
震
災
で
は
、

大

い
に
活
躍
し
た
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。

早
急
な
実
現
は
難
し
い
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
で
き
る
こ
と
な
ら
ば

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
今
月

は
、
江
戸
川
下
り

に
ち
な
ん
で
俳
句
を
と
考
え
て
お

り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
建
設
省
の
尾

田
河
川
局
長
さ
ん
よ
り
お
便
り
を

坂川流域を洪水から守る

松戸排水機場を見学しませんか

ワ月６日⑧午前10 時～午後3 時　 会場松戸排水機場

（左図）　内容排水機場の見学、江戸川の魚展 、野菜

の即売、スーパーボールすくいほか　費用無料

氷当日会場に直接お越しください

鬩建設省江戸川工事事務所松戸出張所Q343-3ﾜ22 番

または市役所河川課

い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
中
に
左

記
の
句

が
詠
ま
れ
て
お
り
、
非
常

に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
の
で
今
回

は
こ
の
句
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
直
接

お
聞
き
す
る
た
め
、
市
長
室
直

通
の
フ
ァ
ク
ス
を
設
置
し
て

い

ま
す
。
市
政
に
関
し
て
感
じ
て

い
る
こ
と
や
建
設
的
な
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
（
５
月
末

現
在
三
百
六
十
九
件
受
信
）
。

Ｆ
Ａ
χ

鰯
・
2
3
0
1

番

今
回
は
４
月
1
5日
に
女
性
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
婦
人
週
間
記

念
講
演
会
（
講
師
・
大
日
向
雅
美

氏
）
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

あ

な
た

は
子

ど
も
を

か
わ

い
く

思
え

な

い
と

い
う

こ
と

が
あ

り
ま

す

か
。

全

国
六
千

人

の
母
親

を
対

象
に

し

た
大
日
向

さ

ん
の
調

査
に

よ

る

と

、
実

は
八
割

強
の
人

が
そ

う
思

っ

た

こ

と

が

あ

る

と

回

答

し

、

「
育

児

が

つ

ら

い
」

と

答
え

た
人

も

九

割

い
た

と

い
う
こ

と

で

す

。

こ

の
調
査

は
一

般

の
育

児
雑

誌
四

誌

を
通
し

て
行

わ

れ
、
回

答
者
を

そ

の
購

読
者
で

、
何

か
特
別

に
問

題

を
抱
え

た
人

と

い
う

わ

け
で

は

あ
り
ま

せ
ん

。

で
は

、
な

ぜ
こ

れ
ほ
ど
多

く

の

母

親
た

ち

が
、
子
育

て
を

つ
ら

い

と

言

っ
て

い
る
の
で
し

ょ
う

か

。

二
十

年
以

上
も
前

の
こ

と
で

す

が
、
コ

イ
ン

ロ

ッ
カ

ー
ベ
ビ

ー
事

件

と

い
う

の
が
あ
り

ま
し

た

。
母

親
に

よ
る
子

殺
し

、
子

捨
て

で
す

。

本
当

に
心

の
痛
む
悲

し

い
話
で

し

た

。
そ
し

て
当
時

、
そ

の
よ
う

な

母
親

は
母
性

喪
失

、
人
間

失
格

と

糾
弾

さ
れ
ま
し

た

。

‘

確

か
に
子
ど
も

は
か
わ

い
い
し

、

母
親

ど
し

て
の
喜

び
も
与

え

て
く

れ
ま

す

。
し

か
し

育
児

は
年
中

無

休

の
、
二

十
四
時

間
営

業
を
し

て

い
る
ス

ー
パ

ー
マ
ー

ケ
ッ
ト

の
よ

う

な
も

の
。
買

い
物
を
楽

し

む
余

裕

は
お

ろ
か
、

ゆ
っ
く

り
ト

イ
レ

に

人

る
こ

と

も

ま

ま

な

り

ま

せ

烈女性センターゆうまつど

Q  364-8778 番

ん
。
そ
ん

な
日

々
の
繰
雁
人返
し

に
、

イ

ラ
イ

ラ
し

て

い

る
人

も
多

い
こ

と

で
し

ょ
う

。
こ

ん

な
生
活

も
う

い
や

だ
、
育

児

な
ん

て
し

た
く

な

い
と
思

う

の
も

無
理

も
な

い
こ

と

か
も
し

れ
ま
せ

ん

。

そ

れ
な

の
に

、
こ

の
よ

う

に
思

う

の

は
悪

い
こ

と
、
自

分

だ
け

が

そ
う

思

っ
て

い
る
、

と
悩

ん

で

い

る
母

親

が
多

く

い

る

と

い

い

ま

す
。も

し

か
し
た

ら
、

私

た
ち

は
完

璧
な
母

親

に
な

る
こ

と
を

、
無

意

識
に

せ
よ

自
分

に

望
み

、
他
人

に

も
期

待
し

て

い
る

の
で

は
な

い
で

し

ょ
う

か
。

あ
る

い
は
コ

イ

ン

ロ

ッ

カ
ー

ベ
ビ

ー
事
件

で

、
人

々

が

そ

の
母

親

を
非

難

し

た

よ

う

に

、

「
わ

が
子

は

か

わ

い

い
は

ず

だ
」
、

「
子

育

て

が

い
や

だ

な

ん

て
母

親

失
格

だ
」

と

い
う

思

い
に
と

ら

わ

れ

て

い
る

の

か
も

し

れ
ま

せ

ん

。

で

も
、
子

育

て
な

ん
て

試
行

錯
誤

の

連
続

で
す

。
私

た
ち

は
失

敗

や

間

違

い
を
繰

り
返

し

な
が
ら

、
母

親

に
な

っ
て

い
く

の

で
す

。
子

ど

も

は
機

械
で

は
な

い
し

、
育

児

に

マ
ニ
ュ

ア
ル
な
ん
て
な

い
の
で
す
。

育
児

は
育

白
と

い
う

言
葉

が
あ

り

ま
す

。
こ

の
子

の
こ

と

は
私

か

一
番
よ

く
知

っ
て

い
る
、
こ

ん

な

に
一
生

懸
命

な

の
だ

か
ら

、
私

の

愛

情

に
間
違

い
は
な

い
と

い
っ
た

奢
（
お

ご

）
り

を

捨

て

て

、

本

当

の
育
自

に

つ
な

げ
て

ほ
し

い
と

思

い
ま
す

。

母

と
し

て
父

と
し

て

、
皆

さ
ん

は

い
か
が
で

し

ょ
う
か

。

あ
な
た
の
健
康
を
ア
ド
バ
イ
ス

クローズアップ

女と男

婦人週間記念講演会から

子育てが

いやになるとき



常
盤
平
駅
周
辺

自
転
車
駐
車
場
の

定
期
使
用
申
請
受
け
付
け
を
開
始

1
0月
１
日
伽
か
ら
、
常
盤
平
駅
周
辺
自
転
車
駐
車
場
が

有
料
許
可
制
に
な
り
ま
す
（
松
戸
・
北
松
戸
駅
周
辺
で
は
実

施
中
）。

自
転
車
駐
車
場
の
定
期
使
用
を
希
望
す
る
人
は
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
兼
用
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
人
し
て
、お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
一
時
使
用
の
人
は
ご
利
用
の
際
、
使

用
料
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

市
で
は
今
後
も
自
転
車
問
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

懿
安
全
課
安
全
係

駅

周
辺

の
放
置
自

転

車
に

関
す

る

さ
ま

ざ

ま

な
問

題

に
対

し

て
、
市

で

は
自

転
車

問
題

対
策
懇

談
会

か
ら
受

け
た
提

言
（
８
年

３
月

）
の

趣
旨

を
尊

重
し

て
、
施
策

を
進

め
て

い
ま
す

。

提
言

で

は
、
基
本

的
な

考
え
方

と

し

て

①

バ
ス
網

の
充
実

、
定

時
運

行

性

の

確
保

②

ま

ち

づ
く

り

の
中

で

、

駅
舎

改
修

や
駅
前

整
備

、
再

開
発

、
駅

周

辺

ビ
ル

の
新

築

、
建
て

替
え

等

に

合

わ
せ
た

恒
久

的
な
自

転
車

駐
車

場

（
駐
輪

場
）
の
確

保

③
耄

ち

づ
く
り

のさ わやか駅前、 放置自 転車ゼロを目指して

中

で

の
商

業

施
設
等

へ

の
駐

輸

場
付

置

義
務

の
強
化

①

目
転
車

レ

ー
ン
な

ど

の
整

備

が
挙
げ
ら

れ
ま

し
た

。

有

料
許

可

制

は
、
こ

の
基

本

的
な

考
え

方

に
基

づ
き

、
提
言

に

あ
る
当

面

の
対

応

策
（
十

項

目

）
を

取

り

入

れ
、
実
施

す

る
も

の

で
す

。

抽
選

に

は
ず

れ

た
場

合

、
許

可

を
受

け

ら

れ

な

い
利

用
者

に
は
不

便

を
お
掛

け
し

ま

す

が
、
ご
協
力

を

お
願

い
し

ま
す

。

今

後
も

市

で
は

、
提

言

を
実

現
す

る
た

め

に

駅
周

辺

関

係
者
（
鉄

道
会

社

、
商
店

街

、
地
主

等

）
と

の
調
整

や

民

間

駐

輪

場

へ
の
支

援

な

ど

、
問

題

解

決

の
た

め
に
取

り
組

ん
で

い
き
ま

す

。
定

期

使

用

で

き

る

車

種

防
犯
登
録
を
し
て
い
る
自
転
事
と

原
動
機
付
目
転
車
（
5
0∝
以
下
）

※
使
用
料
は
表
Ｉ
の
と
お
り
で
す
。

定

期

使

用

の
で

き

る
人

駅
を
起
点
と
し
て
お
お
む
ね
八
百

メ
ー
ト
ル
以
遠
に
、
自
宅
ま
た
は
通

勤
・
通
学
先
等
が
あ
る
人
。

自 転車駐 車場使用 料( 消費税含む)表1

１　定期使用（月額）

区　分 屋根あリ 屋根なし

自転車

一 般

‥‥ 一一　一一

大 汗

2,000円 1,500円

1,600円 1,200円

原動機付自転車 3,000円 2,500円

２　一時ｲ吏用（１回）

自転車 100円

原動機付自転車 巧○円

※
北
松
戸
駅
周
辺
駐
輪
場
に
は
、
空

き
が
あ
り
ま
す
の
で
、
定
期
使
用

者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
申
請
受

付
は
、
北
松
戸
駅
駐
輪
場
管
理
棟

窓
口
で
行
っ
て

い
ま
す
。

自
転
車
駐
車
場
の
名
称

①
常
盤
平

駅
南
口
第
一
②
常
盤
平
駅
南
口
第
二

③
常
盤
平
し
ょ
う
ぶ
公
園
④
常
盤
平

駅
北
口
第
一
⑤
常
盤
平
駅
北
口
第
二

⑥
常
盤
平
駅
北
口
第
三

(パンフレット兼用)表２ 申請書配布場所

市役所本館1 階受付前パンフレットスタンド

常盤平支所窓ロカウンター

常盤平市民センターパンフレットスタンド

小金原支所窓ロカウンター

ハケ崎市民センターパンフレット台

シルバー人材センター受付カウンター

新京成線常盤平駅構内広報まつどボックス

申

し

込

み

方

法

７

月
3
1
日

米
〔
必

着
〕
ま

で

に
、
定

期
使

用
申

請
書

を
郵

送
で

〒
2
7
0
松
戸

市

倥
ヶ

作
二

七
七

の
五

節
松

戸
市

シ

ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
昔
や
3
1
9

1
番

）
へ

※
八
百

メ
ー
ト
ル
圏
内

に
つ

い
て
は
、

広
報

ま
つ

ど
自
転

車
駐

車
場
特

集

号
（
６

月
2
0
日

発
行

）
を

ご
覧
く

だ

さ

い
。
ま

た

、
常

盤

平

駅

周

辺

の

駐
輪
場

に
も

掲

示
し

て

い
ま
す

。

結

果

通

知

書

９

月
中

旬
に
「
定

期
使

用
カ

ー
ド
」

と

一
緒

に
送
付
し

ま
す

。

申

請
者

が
定

数
を
超

え

た
場
合

は

抽
選

を
行

い
ま

す

。
落
選
し

た
人

も

空

き

が
生

じ

次
第

、
待

機
順

に

使
用

で

き
ま

す
。

※
使
用

期

間

は

、
1
0月

１
日

か
ら
平

成
1
0
年

３

月
3
1日

ま

で

。
４

月
１

日

以
降
分
は
1
2月
に
莚
集
し

ま
す
。

文化財史跡めぐりに
参加しませんか

市政見学会に参加
しませんか

個人

フ月１５日㈹･18 日窗･２３日㈲･２５日銜、各回午前９時３０分

(市役所地下玄関に集合)から午後４時(予定)まで〔雨天中止〕

対象市内在住者　定員各回２０人(抽選)　 持ち物昼食　費用

無料

[亟6 月３０日㈲〔必着〕までに、往復ハガ牛に住所･氏名･年齢･電

話番号･希望日(第２希望まで)を記入して、〒２フ1松戸市根本

356 松戸市教育委員会社会教育課文化財係(o366-ﾌ ４６２

番) へ

※ハガキ1 枚で２人まで。２人の住所・氏名を記入のこと

※車での来庁はご遠慮ください。

バスに乗って

市内をめぐる

市民の皆さんに市政を身近に感じていた

だくため、個人を対象にした市政見学会を

行います。ぜひ、ご参加ください。

フ月８日㈹午前９時(市役所正面玄関に集

合)から午後４時(予定)まで〔雨天決行〕対象

市内在住者　定員２３人(先着順) 持ち物昼

食　費用無料

惠電話で広報課へ

※車での来庁はご遠慮ください。

※
こ
の
ほ
か
に

も
、
ご
み
ツ

ア
ー
、

河

川
見

学
会

、
松
戸
の

文
学

散

歩

な
ど

が
あ
り
ま
す

。
随

時
広

報

で

お
知
ら

せ
し

ま
す

の

で
、

ご
参

加
く
だ
さ
い

。

博物館の竪穴式住居を見学(市政見学会)

「
社

会

を

明

る

く

す

る

運

動

」
の

標

語

を

募

集

テ
ー
マ
犯

罪

や
非
行

の
防

止

・
犯

罪

者

の
更

生

な
ど

圃

７

月
１

日

㈹
～
3
1
日

米
〔
消
印

有

効

〕
の
間
に

、（

ガ
キ
に
作
品
（
一
通
に

一
点
）・
住

所
・
氏
名

・
年
齢

・
性

別
・

電

話
番

号

・
学

校
名

ま

た
は

勤
務

先

を
記

入

し

て

、
干
1
0
0
東

京

都

千

代

田

区

霞

が
関

一
の
一

の
一
法

務
省

広
報

室
「
社
明
」
標
語
（
朱

書
）
へ

※
入
賞

者

に
は
賞
金

な
ど

が
送

ら
れ

ま
す

。
　
　
　
　
　
　
　

ｒ

鵞

援
護

課
庶
務

係
　
　

二

Ｘ

Ｊ
Ｅ

納

期

内

納

付

に

ご

協

力

を

６

月
3
0
日

㈹

は

市
県
民
税

（
第
一
期

）の
納
期

限
で

す
。

圃

収

納
課

管
理

係

障

害

基

礎

年

金

の

現

況

届

は

７

月
3
1
日

ま

で

に

提

出

を

現
況

届

は
、
あ

な

た

や
家

族

の
状

態

に
変
化

が
な

い
か
を

確

か
め

、
引

き
続

き
年

金
を
支

給
す

べ
き

か
を
決

定
す

る
、
年

に

一
度

の
大

切

な
も

の

で
す

。
６
月

下
旬

に
現
況

届

を
送
付

し
ま

す

の
で
、
７

月
末
日

ま

で
に
国

民
年

金
課

ま
た

は
各
支

所
へ
提

出
し

て
く

だ
さ

い
。

対

象

①
二
十
歳

前

の
障
害

に
よ

る

障

害
基
礎

年

金
を

受
け

て

い
る
人
②

障

害

備
祉

年
金

か
ら
移

行
し

た
障
害

基
礎

年

金
を
受

け
て

い
る
人

奈
年

金
を
受

け

ら
れ

る
よ
う

に
な

っ

て
一
年

未
満
の
人
は
、
提
出
す

る
必

要

は
あ
り
ま

せ
ん
。

※
老
齢

稲
祉
年
金
を
除
ぐ
年

金
は
、
誕

生
月

の
末
日

が
現
況

届

の
提
出
日

と
な
っ
て
い
ま
す
。

鬩

国

民
年

金
課
給

付
係

児

童

手

当

現

況
届

（
更

新

手

続

き
）

を

受

付

中

児
童
手
当

を
受
け
て
い
る
人
は
、

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。
提
出

が
な
い
と
、
受
給
資

格
が
あ
っ
て
も
６
月
分
以
降
の
手
当

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

匣
６
月
3
0日
丱
ま
で
に
、
援
護
課
・

各
支
所
へ

鬩
援
護
課
援
護
係

乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
申
請
が
、
最
寄
り
の
支
所
で
も
で
き
ま
す

書
（
申
請
時
に
窓
口
で
配
布
）
②
医
療

費
の
領
収
書

ぼ
認
め
印
①

健
康
保
険

証
の
コ
ピ
ー
⑤
両
親
の
源
泉
徴
収
票

ま
た
は
、
確
定
申
告
書
（
非
課
税
世

帯
は
市
民
税
非
課
税
証
明
書
）
の
コ

ピ
ー
⑥
銀
行
の
預
金
通
帳
の
コ
ピ
ー

⑦
市

が
発
行
し

た
決
定
通
知
書
（
二

回
目
以
降
の
申
請
時
に
必
要

。二

回

目
以
降
は
、
①

旧
号

は
保
険
証
等

の

変
更

が
あ
る
と
き
の
み
提
出
を
）

申
請
の
単
位
診
療
を
受
け
た
翌
月
以

降
に
、最
低
一
ヵ
月
分
以
上
を
ま
と

め
て
申
請
（
一
歳

の
誕
生
月

を
経
過

し
た
時
点
で
一
年
分
の

Ｉ
括
4
1請
も

可

申
請
の
有
効
期
間

医
療
費
の
請

求
囗
か
ら
二
年
以
内

申
請
場

所
中

央
保
健
セ
ン
タ
ー
・
小
金
保
健
セ
ン

タ
ー
・
常
盤
平

方
面

保
健
室
・
各
支

所※
詳
し
い
案
内
書
は
本
庁
・
各
支
所

内
の
健
康
相
談
室
に
あ
り
ま
す
。

鬩
健
康
課
庶
務
係
登
3
6
6

・
7
4
8
5
番

７
月

１
日

㈹
か

ら
、
市

内
三

保
健

セ
ン

タ

ー
の
ほ
か

に
最

寄
り

の
支
所

で
も
乳

幼
児

医
療

費
の
助

成
申

請

の

受

け
付

け
を

始
め
ま

す

。

対

象
Ｏ
歳
児

＝
保
険
診

療
を
受

け

た
人

（
た

だ
し
通

院
で

は
、
平

成
８

年
1
0月

診
療

分
以

降

が
対

象
）
、
一
歳

児
～

就
学
前

児

＝
七
日
以

上
継

続
し

て
入

院
し

た
人
　

助

成
対

象
健

康
保

険

適
用

の
医

療
費
（
乳

児

検

診

の
費

用
・
薬
剤

の

容
器

代
等

の
健

康

保
険

適

用

外

の

医

療

費

は

対

象
外

）

助

成
対
象
医

療

費
の
限
度

額

①

咼
額
療

養
費

の
対
象

と
な

る
場

合
は
六

彑

二

千
六
百

円

十
標
準
負

担

額
⑦
保

険
者

か
ら

当

該
医

療
費

の
一
部

が
給

付

さ

れ

る
（
家
族

療
養

費
付

加

給
付

金
）
場

合

は

、
保

険

者

か
ら

給
付

さ
れ

な

い

額

の
み

が
助

成
対

象

支
給
額

助
成

対
象

医
療

費
か
ら

保
護

者

の
所

得
税

額

に
応
じ

た
自
己

負
担

金
を

控
除
し

た
額

申

請
に
必

要
な

書
類

①

甲
請



7月1日から施行

松戸市

狭あい道路

後退用地等整備要綱

日
常
生
活
に
お
い
て
、
道
路
は
欠

か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
道

路
は
交
通
の
ほ
か
に
、
日
照
や
通
風

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
役
割
を
果
た
し

て

い
ま
す
。

し
か
し
、
市
内
に
は
道
幅
が
四
メ

ー
ト
ル
に
満
た
な
い
道
路
や
、
す
み

切
り
の
な
い
角
地
が
か
な
り
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
狭
い
道
路
は
、
災
害

時
の
緊
急
百

動
車
の
進
入
や
救
助
活

動
、
安
全
な
避
難
行
動

の
妨
げ
に
な

る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
市
で
は
、
「
松
戸
市
狭
あ

い
道
路
後
退
用
地
等
整
備
要
綱
」
を

７
月
Ｉ
囗
か
ら
施
行
し
、
建
設
時
に

建
築
王
や
土
地
所
有
者
の
協
力
を
い

た
だ
き
、
「
狭
あ
い
道
路
」
の
整
備

事
業
を
進
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り

の
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解

と
ご
協
力
を

お
願

い
い
た
し

ま

す
。な

お
、
「
松
戸
市
狭
あ

い
道
路
後

退
用
地
等
整
備
要
綱
」
を
説
明
し
た

り
Ｉ
フ
レ
ッ
ト
を
建
築
指
導
課
の
窓

口
で
配
布
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

鬩
建
築
指
導
課
建
築
指
導
係

監
査
結
果
の
公
表

平
成

８
年
度
の
定
期
監
査
、
行
政
監

査
及
び
随
時
監
査

（
工
事
監
査
）
結
果

の
概
要

を
、
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

平

成
９

年

６

月

９

日

松

戸

市

監

査

委

員

阿

部

芳

徳

伊

原
　

要

上

原
　

勝

記

〔
定
期

監
査

〕

○

監

査

の
対

象

Ｈ
環

境

保

全

部

、

清

掃

部

、
建

設

局

企

画

調

整

室

、
同

契

約

課

、

同

川

を

き

れ

い

に
す

る
課

、
同

上

木

部

、

同

都
市

部
、
同

下

水
道

部

、
同

建
築

住

宅

部

、
同

公

園

緑
花

部

○

監

査

対

象

事
項

＝
配

当

予

算

の

執

行

状

況

、

委

託

料

の

事

務
処

理

状

況

、

財

産

・
備

品

の

維

持

管

理

状

況
（
共

通

事

項

）
、
雑
草

等

の

除
去

状

況
（
環

境

管

理

課

）
、
浄

化

槽

の

設

置

及

び

指

導

状

況

、

公

害

苦

情

と

処

理

状

況

、
公

害

発

生

源

の
規

制
・
指
導

状

況
（
環

境

保

全

課
）
、
廃

棄

物

の
収

集
・
運

搬
・
処

理

の
状

況

、
ご

み

再

資

源

化

の

促

進

状

況
（
清

掃

凛

湛

課

・
日

暮

グ

リ

ー

ン

セ

ン

タ

士

、
塵

芥

処

分

及

び

し

尿

処

理
手

数
料

の
賦

課

調

定

及

び

収

納

状

況
（
清

掃

業

務

課

）
、
最

終

処

分

場

の

維

持

管

理

状

況
（

清

掃

施

設

課
・
日

暮

ク
リ

ー

ン

セ

ン

タ

士

、
未

登

記

市

道

路

の
調

査

及

び

登
記

事

務

状

況

、
道
路
・
準

用

河

川
の

占

用
事

務

状

況

（
道

路

管

理

課

）
、
都

市

計

画

道

路

及

び

市

道

の
新

設
・
改

良

状

況

（
道

づ

く

り

課

）
、
市

道
及

び

側

溝

の
清

掃
状

況
（
道

路

維

持

課

）
、
水

路

の
新

設

及

び

維

持
管

理

状

況
（
河

川

課

）、
土

地
区

画

整

理

組
合

に

対

す

る

指
導

助

成
状

況
（
眉

市

整
備

課

）
、

市

街

地

整

備

事

業

の

進

捗

状

況
（
再

開

発

課

）
、
下

水

道

使

用

料

及

び
受

益

者

負

担

金

の
収

納

状

況

♀

水

道
普

及

課

）
、
下

水

道

の

新

設

及

び

維

持

管

理

状

況
（
下

水

道

建

設

課

）
、
市

営
住

宅

の
管

理

状

況

（

住

宅

課

）
、
建

築

物

等

の
設

計

図

書

の

作

成

及

び
委

託

状

況
（
建

築

課

・
保

全

設

備

課

）
、

保

全

台

帳

の
作

成

及

び

整

備

状

況
（
保

全

設

備

課

）
、
屋

外

広

告

物

法

に

基

づ

く

事

務

処

理

状

況

、
違

反

建

築

物

の
現

地

確

認

及

び

是
正

処

理

状

況

（

建

築

指

導

課

）
、
緑

化

推

進

事

業

の

進

捗

状

況
（
み

ど

り

と

花

の
課

）
、
総
合

公

園
・
白

井
聖

地

公

園

の

維

持
管

理

状

況

、

公

園
及

び
街

路

樹

等

の

維

持

管

理

状

況

（
緑

地

管
理

課

）

○

監

査

の

期

間

＝
平

成

９

年

１

月

８

日

千葉県警察では､犯罪や交通事故

の各種被害者相談や､精神的悩みな

どの相談に応じています。

時間午前9時～午後5時　対象被

害者とその家族 費用無料

※各警察署警務課でも受け付け

固]松戸警察署&369-0110 番

松戸東警察署O349-0110 番

警 察で 被害者

カウンセリング

が受けられます

～
３
月
2
8日

○
監
査
の
結
果

＝
監
査
の
結
果
は
お
お

む
ね
適
切
と
認
め
ら

れ
た
。

相 談 内 容 会　　　　場 電 話 番 号

各種犯罪や事故の被害者相談 警察総合相談センター
0043-22ﾜｰ9110 番

(月～金曜日)

精神的な悩みのカウンセリング 警察総合相談センター
昔043-22ﾜｰ9110 番

(毎週木曜日)

ちかん等の被害相談 女|含相談所
S0120-048224 番

(月～金曜日)

暴力団に関する各種相談 聯暴力団追放県民会議
0043-254-8930 番

(月～金曜日)

少年に関する困リごと相談 ヤングテレホンセンター
S043-225-ﾜ86ﾜ 番

(月～金曜日)

〔
行

政
監

査
〕

地

方

自

治

法

の

一

部

改

正

が

行

わ

れ
、
従

来

か

ら

の
財

務
監

査
（
定

期
監

査

）

と

は

別

に

、
一

般

行

政

事

務

の

執

行

に

つ

い
て

も

監

査

す

る

こ

と

が

で

き

る

、

い
わ

ゆ

る
行

政

監

査

が
導

入

さ

れ

た

こ

と

に

伴

い

、
本

市

に

お

い
て

も

平

成

８

年

度
か

ら

実

施
し

た

も

の
で

す

。

○

監
査

の
テ

ー

マ

＝
公

の
施

設

の

管
理

、

運

営
等

に

つ

い
て

○

監
査

の
対

象

＝
市

の
公

の
施

設

は

相

当

数

あ

る

が

、
そ

の

う

ち

比

較

的

規

模

が
大

き

く

、
有

料

で

、
か

つ

、
市

民

の

利

用

頻

度

が

高

い

と
思

わ

れ

る
三

十

六

施

設

を

抽

出

し

、
対

象

と

し

た

。

そ

の

中

か

ら
次

の
十
四

施

設

を
実

査

し

た

。

市

民

会
館

、
文
化

会

館

、
稔
台

市

民

セ

ン

タ

ー

、
五

香

市
民

セ

ン

タ

ー
、
東

部

市

民

セ

ン

タ

ー

、
市

民

劇

場

、
博

物

館

、
矢

叨
公

民

館

、
文

化

ホ

ー
ル

、
戸
定

歴

史
館

、

松

雲

亭

、
東

部

ス

ポ

ー

ツ

パ

ー

ク
、
和

名

ケ
谷

ス

ポ
ー

ツ

セ

ン

タ

ー

、
運

動

公

園

内

ス

ポ

ー
ツ

施
設

○

監

査

の

範

囲

Ｈ
平

成
６

年

４

月

１

日

か

ら

平

成

８

年

８
月

末
日

ま
で

の
間

の

公

の

施

設

の

管

理

、
運

営
等

に

係

る

事

務○

監

査

の

項

目

ｎ

ｌ

施

設

の

管

理

状

況

、
２

施

設

の
運

営

状
況

、
３

施
設

の
利

用
状
況
、
４
施
設
の
整
備
状
況

○
監
査
の
期
間
＝
平
成
８
年
1
0月
1
8日

～
平
成
９
年
３
月
2
7日

○
監
査
の
結
果
（
要
旨
）
＝
監
査
の
結
果

は
、
お
お
む
ね
良
好
と
認
め
ら
れ
た

が
、

一
部
に
以
下

に
述
べ
る
検
討
又
は
改
善

を
必
要
と
す
べ
き
事
項

が
見
受
け
ら
れ

た
。

１
施
設
の
管
理
状
況

巾
消
火

、
通
報
及
び
避
難

の
訓
練

に
つ

い
て

、
消
防
法
施
行
令

に
基

づ
く

消
防

計
画

は
作

成
さ
れ
て

い
た

が
、
計
画

ど

お
り
実
施
さ
れ
て
い
な
い
施
設

が
多
数

あ

っ
た
の
で
、
計
画
ど

お
り

実
施

さ
れ

る
よ
う
要
望
す
る
。

㈹
温
水

プ
ー
ル
の
入
場
者
数

が
シ
ー
ズ

ン
オ
フ
玉

曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除

く

）
に
入

る
と

激
減
し
て

い
る
状
況
か

ら
委

託
監
視
員

の
人
数
に

つ
い
て
も
、

入
場
者
数
を
勘
案
し
た
適
正

な
配
置
が

必
要
で
あ
る
。

２
施
設
の
運
営
状
況

常
に
施
設

の
利
用
向
上

に
配

慮
し
、

よ
り
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行

う

た
め
に
は
、
市
民
ニ
ー
ズ
、
広
報
の

方
法
等
多
方
向
か
ら
検
討
し
て
適
切
な

対
策
を
講
じ

る
必
要

が
あ

る
が
、
多
数

の
施

設
で
市
民

ニ
ー
ズ
の
的
確
な
把
握

を
行
う

べ
く

、
十
分

な
広
聴
活
動

が
行

わ
れ
て

い
な
い
状
況
で

あ
っ
た
の
で
、

今
後

は
的

確

な
把
握

に
努

め
ら

れ
た

い
。

３

施
設
の
利
用
状
況

オリジナルビデオを作ってみませんか

自分で撮影したビデオに

タイトル･ 音楽などを入れ、

オリジナル作品を作つてみ

ませんか。家族旅行や運動

会などのビデオがグレード

アップします。

会場森のホール21 情報セ

ンター　持ち物自分で撮影

しかビデオテープと新しい

ビデオテープ　費用無料

惠６月２５日水 午前10 時か

ら 、電話で森のホール21 情

報センター登38 ∠卜5050 番

へ

全
般
的

に
は
お
お
む
ね
順
調
に
推
移

し
て
い
た
が
、
今
後
と
も
市
民
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
把
握
し

、
社
会
環
境
等

の
変

化
に
対
応
し

た
改
善

や
機
能
の
見
直
し

等
を
行

い
、
な

お
一
層
の
利
用
者

数
向

上
に
向
け
て
努
力

さ
れ
る
よ
う
要
望
す

る
。

４

施
設
の
整
備
状
況

巾
施
設

へ
の
案
内

標
示

に

つ
い
て
は
、

不
特
定
多
数
の
利
用
者

が
訪
れ

る
こ
と

か
ら

、
わ
か
り
や
す

い
案
内
標
示

板
の

設
置

が
必
要

で
あ

る
。
特

に
広
範
囲
に

わ
た
る
利
用
者
が
見
込

ま
れ
る
施
設
の

場
合
は
、
最
寄
り

の
公
共
交
通
機
関
、
主

要
道
路
等
の

ポ
イ
ン
ト
と

な
る
地
点
か

ら

の
誘
導
に
も
配
慮
す
る
必
要

が
あ

る

が
、
標
示

板
の
設
置
に

関
し
て
は
そ

れ

ぞ
れ
の
主
管
課
で
独
白

に
行

っ
て

い
る

こ
と
か
ら
、
標
示
板
の
大
き
さ
、
設
置
位

置
等

が
不

統
一
の
た
め
、
見
や
す
さ
に

欠
け

る
と
と
も
に
景
観
の
面

か
ら
も
決

し
て
良

い
と
は

い
え

な
い
。ま
た
、
標
示

板

が
小

さ
く
、
設
置

さ
れ
て

い
る
位
置

が
低

い
こ
と

や
、
主
要

道
路
等
か
ら

の

誘
導
標
示
板

が
な

い
こ
と
な
ど
の
理
由

に
よ
り
、
施
設
の
設
置
場
所
が
判
明
し

に
く

い
も
の
が
あ
っ
た
。

今
後

は
、
標
示
板
の
規
格
を
統

一
す

る
な

ど
適

切
な

配
慮

を
す

る
と

と

も

に
、
同

じ
地
域

の
公
共
施
設
の
標
示

板

の
設
置

に
つ
い
て
は
、
各
施
設
を
集

合

表
示

に
す

る
な

ど
考

慮
す

べ

き
で

あ

る
。

コース 期　日 時　圜 定　員

初

級

6/27 廊

28 圉

29 ⑧

午前の册

午前10時～正午

午後の部

午後IE持30分

～ ３時30 分

各回3人

洗 着順）

中

級

6/26 休）

27 銜

午後１時30分

～ ４時30 分

各回!人

(先着順)

圉
防
火
扉
が
床
に
当

た
り
閉
ま
ら
な

い

状
態
の
も
の
、
更
に
は
煙
の
移
動
を
遅

ら
せ
る
た
め
の
垂
れ
壁
が
途
中
ま
で
し

か
下

が
ら
な

い
等
の
整
備
不
良

の
も

の

が
あ

っ
た
の
で
、
速
や
か
に
是
正
措
置

を
講
じ
ら

れ
た
い
。

○
終
わ
り
に
Ｈ
監
査
の
結
果

で
述

べ
た

事

項
に
つ

い
て
は
、
改
善
に
向
け
て
必

要

な
措
置
を
講
じ
る
と
と
も

に
、
今

後

と

も
適
正
な
施
設
の
管
理
、
運
営
等
に

努
め
、
市
民

が
安
全
で
快
適
な
利
用
し

や
す
い
施
設
と
し
て
、
よ
り
一
層

有
効

に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

〔
随
時
監
査
（
工
惠
監

査
）
〕

◎
監
査
対
象
工
事

＝
中
矢
叨
新
田
堀
排

水
機
場
そ

の
Ｉ
工
事

、
松
戸
第
３

処
理

分
区
汚
水
枝
線
工

事
（
８

１
２
工
区

）

○
監
査
対
象
事
項
＝
設
計
基
準
の
状
況
、

設
計
図
書
等

の
適
否
、
設
計
見
積

の
適

否

、
施
工

計
画

の
状
況
、
工
事
の
施
工
状

況
、
各
種

検
査
の
状
況

○
監
査
の
期
日
＝
平
成
９
年
３
月
2
7日

○
監
査
の
結
果

＝
設
計
・
施
工
等
監
査
対

象
事
項
に
係
わ
る
監
査
結
果
は
、お
お
む

ね
適
切

で
あ
り
、
特
に
指
摘
す

べ
き
事

項
は
見
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
。

※
本
工
事
監
査
は
、工
事
の
技
術
的
観
点

に
主
眼
を
置

い
て
い
る
た
め
、
社
団

法
人
日
本
技
術
士
会
に
専
門
技
術
士

の
派
遣
を
依

頼
し
て
、
設

計
図
書
等

の
審
査
及

び
現
場
の
実
地
調
査
を
行

っ
た
。

母

子

・

父

子

家

庭

に

医

療

費

を

助

成

し

ま

す

（
所

得
制
限

あ
り
）

対

象
十

八
歳
未

満

の
児

童

を
扶

養

し

て

い
る
ほ

子
・
父
子

家

庭
の

親
子

、

ま

た

は
父
・
母

の

い
な

い
十
八

歳
未

満

の
児

童

を

扶
養

し

て

い
る

人
（
十

八

歳
に

な

っ
た

後
も
最

初

の
３
月
3
1

囗

ま
で

は
対
象

）

巫

７
月

１
口

㈹
～
2
5
日

吻

の
間

に

、

９

年
度
所

得
証

明
書

（
市

民
税
課

発

行

）
　・
健
康

保
険
証

の
写
し

・
組
合

保
険
加

入
者

は
附
加

給
付
証

明

書

・

印

鑑

・
世

帯

全

員

記

載

の

住

民

票

（
父
子

家

庭

の

み

）
を

持

っ

て

、
母

子

家

庭
は
福

祉
事

務
所
福

祉
係

、
父

子

家

庭
は
援

護
課
援

護
係

へ

父

子

家

庭

の

皆

さ

ん

に

児

童

養

護

費

を

助

成

し

ま

す

対

象
婚
姻

解

消

・
死

亡

・
生
死

不

明
等

の

た
め

、
母

に
養
育

さ

れ
て

い

な

い
十

八
歳
以

下

の
児
童

を
養

育
し

て

い
る
父

が
、
出
張

・
病

気
・
入

院
な

ど
の
事

情
で

一
時
的

に
児
童

の
養

育

・
世
話

を
家

政
婦

な
ど

に
委
託

し
報

酬

を

支
払

っ
た

場

合
（
義

務

教
育

終

了

前
の
児
童

が
一
人
以
上

い
る
こ

と

。

所

得
制

限
あ

り
）

助

成
日

数
一
ヵ
月

五

日
以

内
　

助
成

額
一
日

七
千

三
百

六
十
円
（
一
時

間
九
百

二
十

円
）
を

限

度

必

雲

貢
類
費
用
の
明
細

書
（
領

収

書
）・
９
年

度
所

得
証
明

書

ほ
か

懿

援
護
課

援
護

係

空
き
地
の
雑
草
の
刈
り
取
り
に
草
刈
り
機
を
無
償
で
貸
し
出
し
ま
す

伸

び
過

ぎ
た
雑

草
は

、
不
快

害
虫

の
発

生
な

ど
近
隣

の
人

に
迷
惑

を

か

け

る
こ
と

が
あ
り

ま
す

。
空

き
地

の

所
有

者
（
管

理

者
）
は

、
雑

草

が
伸

び

る
前

に
早

め
に
刈

り
取

っ
て

く
だ

さ

い
。

市

で
は

草
刈
機

を
無

償
で

貸
し

出

し

て

い
ま

す

。
ま
た

、
指
定

業
者

の

あ

っ
せ

ん
も
行

っ
て

い
ま
す
（
下
表
）
。

一
平

万
び
当
た
り

約
五

十
五

円

の
刈

取
り

料
金

が
必
要

で
す
（
税

別

、
搬
出

作

業
、
そ

の
他
傾

斜

地
等

は
別

途
見

積

り
）
。

松戸市雑草刈り取り 指定業者

名　　称 電話番号

富士興運㈱ 容04ﾜ ∠卜∠に3-8833番

サンエス商会 昔04ﾜ ト93-3095 番

企業組合労協センター
事業団

登04 ワド59-5ﾜ49 番

千葉工務店 登392-132ﾜ 番

㈲ユー牛商会 Q391-1326 番

㈲白井環境サービス 昔04ﾜ ∠卜92- ○ﾜ69番

鵞
環
境
管
理
課
環
境
衛
生
係

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
強
調
月
間

ふ
れ
あ
い
と
　
対
話
が
築
く
　
明
る
い
社
会

「
社

会

を
明

る

く
す

る
運

動

」
は

、

す

べ
て

の
国

民

が
、
犯

罪

や
非

行

の

防

止
と

罪
を
犯

し
た

人
た

ち

の
更

生

に

つ

い
て

理
解

を

深

め

、
そ

れ

ぞ
れ

の
立

場

で
力

を
合

わ
せ

、犯

罪

や
非

行

の

な

い
明

る

い
社

会
を

築
こ
う

と

す
る
全

国
的

な
運
動

で
す

。

少
年

非
行

の
現
況

は

、
増
加

傾
向

に

あ
り

、
非

行

の
低

年

齢

化

の
度

合

い
を

強
め
て

い
ま

す
。
少

年
非
行

を

防
ぐ

に
は

、
家

庭
、
職
場

、
学
校

、
地

域
社

会

が
一

体
と

な

っ
て
協

力

し

、

地
域

に
根

ざ
し
た

幅
広

い
活
動

を
展

開
し

て

い
く

必
要

が
あ
り

ま
す

。

来

月

の
強
調
月

間
に
下

表

の
催
し

物
を
行

い
ま

す

。

皆
さ
ん
の
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

日　　時 会　 場 内　　容

7/1㈹

午後1時30 分

～2時30 分

松戸駅西口

デッキ

市立松戸高校吹奏楽

部の演奏による広報

活動(雨天の場合は松

戸駅東西連絡通路)

7/4膀）

午前10 時

～午後3時

市 役 所

本館2階

会 議 室

保護司による青少年

更生保護相談

梵

社
会

を
明

る
く
す

る
運
動

松
戸

地

区

実
行

委
員

会
事

務
局
（
援
護

課
内

）



情報
催

し

物

星

を

見

る

会

７
月
1
9日
由
川
星

空
Ｃ
Ｄ
コ
ン
サ

ー
ト
＝
午
後
５
時
丿
分
～
６
時
丿
分

②
観
望
会
＝
午
後
７
時
～
８
時
3
0分

会

堋
市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室

・
屋
上

寉

貝
先
着
八
十
人
（
中
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）
　
内
容

①

「
山
下
達
郎
」
特
集
②
月

・
火
星
な

ど
を
望
遠
鏡
を
使
っ
て
観
望
（
雨
天

・
曇
天
時
は
ド
ー
ム
内
で
解
説

）

蓉
吊
嶌

料

兩

電
話
で
市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
室

昔
沺
・
1
2
3
7

番
へ

ク

囗
Ｉ

ス

ア

ッ

プ

ー
マ

ジ

ッ

ク

発
表

会

６
月

丿
日
㈲
午
後
１
時
～
３
時

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
っ
ど

内
容
ト
ラ
ン
プ

ー
コ
イ
ン
等
の
手
品

眥
用
二
百
円

亘

松
戸
奇
術
会
・
岩
田
昔
泥
・
2
7

1
5
番

※タイトルが色刷りのものは、市の主催です。

千

葉

県

母

親

大
会

７
月
1
3日
㈲
午
前
1
0時
～
午
後
４

時
3
0分

命
場

敬
愛
大
学
（
千
葉
市
）

内
容
①
講
演
「
子
ど
も
た
ち
の
瞳
か

が
や
く
あ
し
た
を
」
教
育
評
論
家
・

尾
木
直
樹
氏
②
分

科
会

杤
乕

八
百

円亘
千
葉
県
母
親
連
絡
会

昔
叩

吊
3

8
4
4
番

の

ぞ

み

学

園

作

品

展

示

即

売

会

６
月
2
5
日

水

・

劣
口

米
、

午
前
９

時
3
0分

～
午

後
４

時

会
場

総
合
福

祉
会

館

内

容
陶

芸

・
縫

製

・
木

彫

膸

の
ぞ
み

学
園

昔
沺
・
1
6
5
5

番

桂

雅

会

鎌

倉

彫

展

７

月
３
日

米
～

６
日

韭
、

午
前
1
0一

時
～

午
後
６

時

（
最
終

日

は
５
時

ま

で

）

会
場
爻

化

ホ

ー
ル
　
春
用

無

料

圃
鎌

倉
彫

桂

雅
会

・
塩
路

容
謡
・
2

9
7
2

番

柏
演
劇
ま
つ
り

天
下
」

「
炎

天

下
で

演

①

７
月
ｓ

日

出
②
2
7
日

㈲

会
場

柏
ま

っ
り

テ
ン
ト
劇

場

（
Ｊ
Ｒ

柏
駅

東
ロ

サ

ン
サ

ン
通
り
寺

嶋
駐
車

場
内
）

内
一
容

①

ミ

ニ
シ

ア
タ

ー
「
は
ら

ぺ
こ

く

ん
」
　・
劇

団

「
仕
掛

座
」
　・
劇

弾

バ

ズ
ー
カ
砲

②

お
は

な
し
お

は
な
し

グ
ー
チ
ョ
キ
パ
ー
・
石
塚

プ
ロ
デ
ュ

Ｉ

ス

劇
団

・
劇
団

釈
迦
力
　

春
用

通

し
券

五
百
円
（
小
学

生
以
下

は
無

料
）

※
公

演
時

間
は

お
問

い
合
わ

せ
を

厘

背
寺

島
文

化
会

館

昔
０
４

７
１

・

Ｃ

・
冖ｏ
Ｉ
［
ａ
り
、り番

盲

導
犬

普

及

キ

ャ
ン

ペ

ー
ン

・

映

画

上
映

会

７
月
1
8日
金
午
前
1
0時
～
午
後
０

時
3
0分

会
學
甲
夭
学
院
大
学
（
我

孫
子
市
）
　
内
容
映
画
「
陽
の
あ
た

る
教
室
」
　
窖

貝
三
百
人

（
抽
選
）

眥
用
盲
導
犬
募
金
一
口
五
百
円
以
上

圃
７
月
1
0日
本
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

（

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名

・
電
話
番
号

・
映
画
希
望
と
記
入
し
て
、
〒
謳
－

1
1我
孫
子
市
久
寺
冢
四
五

∵
甲
夾
学

院
大
学
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
（
昔

０
４
７
１

・
8
3・
6
5
2
9

番
）
へ

ミ

ニ

リ

サ
イ

ク

ル

プ
ラ

ザ
福

祉

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー
バ

ザ

ー

６
月
2
9日
㈲
午
前
1
0時
～
午
後
３

時
（
小
雨
決
行
）
　
会
場
ミ
ニ
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
中
根
公
園

奈
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
電
車

・
バ
ス
等
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

麭
ミ
ニ
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
容
莇
・

5
3
7
1
番

松

戸

市

民

吹

奏

楽

団

フ

ァ
ミ

リ

ー

コ

ン

サ

ー

ト

７

月
５
日

用
午

後
６

時
～
８

時

会
場

市
民
会

館

内

容

グ
レ
ン
ミ

ラ

ー
メ
ド

レ
ー
・
ボ
レ

ロ
（
岩
井

版
）
ほ

か
　

呰
乕

無

料

圃

松
戸
市

民
吹

奏
楽
団

・
渡

利

啻
窕

・
2
5
3
6

番

（
夜
間

の
み

）

ス
ポ
ー
ツ

エ

ン

ジ

ョ

イ

ー
ウ

イ

ー

ク

エ

ン

ド
７
月
1
2
日
出

午
前
９

時
ま

で
に
手

賀

の
丘
少

年
自

然

の
家

に
集

合

内

容

①

ぼ
然
観
察
「
夏

の
草
木
と

遊

ぼ

う

」
②

プ
ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム

「
夏

の
星

座

」
　

眥

用
無

料

※
事
前

の
申
し

込
み

は
不
要

圃

県
立

手
賀

の
丘
少

年

目
然

の
家

昔

０

４
７

１

・
9
1
・
１

八ぴ
９
‥・
３
番

東

部

こ

ど

も

ま
つ

り

７
月
６
日
㈲
午
前
1
0時
～
午
後
１

時
（
雨
天
決
行
）
　
会
場

梨
香
台
小

学
校
　
内
容
伝
承
あ
そ
び
・
ゲ
ー
ム

・
工
作
・
陶
芸
・
紙
染
ほ
か
　
対
象

四
歳
児
以
上
と
保
護
者
　
春
用

二
百

円

（
保
険
料
な
ど
）

膸
東

部
こ
ど
も
ま
つ
び
実
行

奮
貝
会

・
勝
田

容
3
9
1
・
5
2
8
1

番

平

成
９

年

度

経
営

事

項

審
査

説

明

会

（
東

葛

飾
地

区

）

７
月
Ｉ
囗
㈹
午
後
１
時
3
0分
～
４

時

会
場
柏
市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー

ル
　
対
象
東
葛
飾
土

不
事
務
所
管
内

建
設
業
者
　
呰
用
無
料

圃
県
土
木
部
管
理
課
昔
㈲
・
愬
・
3

1
1
3
番

光 化 学 ス モ ッ グ に 注 意

日差しが強く、気温が高く、風

の弱い日は、光化学スモッグに注

意しましょう

光化学スモッグは、工場や自動車

から排出される窒素酸化物と炭化水

素が太陽の強い紫外線を受けて発生

します。

●光化学スモッグが発生したら、屋

外での激しい運動は避けましょう。

●目やのどか痛＜なったら、洗眼・

うがい等をして涼しい所で安静に。

●これらの処置をして治らないとき

は､医師の手当てを受けてください。

圃]県光化学スモッグテレフォンサー

ビス昔O∠13―223 ―3853 番、ファク

スサービスiFw043―223 ―05引 番、

市環境保全課大気騒音係

初

級

者
ゴ

ル

フ

教
室

小
片

曜
コ
ー
ス
＝
７
月
７
日

・
1
4

日
・
2
8日
、
８
月
４
日
・
Ｈ
日
才

水

曜
コ

ー
ス

＝
７
月
９
日
・
1
6日
・
2
3

日
・
3
0日
、
８
月
６
日
、
各
午
後
３

時
～
５
時

会
場
松
戸

グ
リ
ー
ン
ゴ

ル
フ
　
定
員
各
先
着
十
五
人
　
春
乕

六
千
円
（
施
設
使
用
料
・
ボ
ー
ル
代

・
保
険
料
を
含
む
）

※
用
具
は
各
目
持
参

崋
直
接
ま
た
は
電
話
で
ス
ポ
ー
ツ
課

容
鰯
・
9
2
4
1

番
へ

ラ

ー
ジ

ボ

ー
ル

卓

球

教

室

７
月
６
日
㈲
午
前
９
時
～
正
午

会
場
常
盤
平
体
育
館
　
費
用
無
料

圉

当
日
会
場
で

圃
体
育
指
導
委
員

ふ
（
戸
公
沺
・
8

4
1
5
番

特

別

交

通

法

規

講

習

会

７
月

６
日

㈲
午
前
1
0
時

～
正

午

会

場
総
合

福
祉

会
館
内

身

障
セ

ン
タ

１
　

対

象
特
に

な
し
　

春
乕

無
料

※
７
月

６
日

か
ら

一
年
以

内

に
更

新

す

る
人

は
免
許

証
両
面

の
コ

ピ

ー

と
千
七
百
円

を
ご
持
参
ぐ
だ

さ
い
。

次

回
の
更

新
時

は
講

習
会

な
し
で

更

新
で

き
ま
す

。

圃

松

戸
市

身
障
運

転
者

協
会

・
松
井

登
3
4
2
・
0
7
3
9

番

松

戸
ふ
れ
あ

い
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ

８
月
２
日
出
～
３
日
㈲
〔
一
泊
二

日
〕
　
会
場
陸
上
自
衛
隊
松
戸
駐
屯

地
　
対
象
小
学
三
年
生
～
中
学
生

害

貝
五
十
人
（
抽
選
）
　
内
容
竹
細

工
な
ど
　
呰
兩

四
千
三
百
円

※
７
月
1
2日
出
に
説
明
会
を
開
催

圃
７
月
１
日
天
ま
で
に
、
電
話
で
賄

松
戸
青
年
会
議
所

昔
双
・
1
9
8
3

番
へ

王

・
日
曜
日
を
除
ぐ
）

ソ

フ

ト

バ

レ

ー

ボ

ー
ル

教

室

６
月
2
9日
㈲
午
前
９
時
～
正
午

会

場
常
盤
平
体
育
館

春
乕

無
料

巫
当
日
会
場
で

亶
体
育
指
導

委
員

ふ
（
戸

容
沺
・
8

4
1
5
番

市

民

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

シ

ン

グ

ル

・

年

代

別

大

会

７
月
1
3
日

㈲
午
前

９

時
～
午

後
７

時

会

場
運
動
公

園

体
育

館

対

象

市

囹

仕
住

・
在
勤

・
在

学
者

内

容

シ
ン

グ
ル

一
部
男
女

、
年

代
別

一

般

∴
二
十

・
四

十

・
五
十
代

ダ
ブ
ル

ス

男
女

（
両
方

の
出

場
は
不

可
）
　

費

用

一

人
千
五

百
円

（
登

録
者

一
人
子

二
百
円

）

圃
６

月
2
7日

金

ま
で
に

、
所
定

の
振

込
用

紙
ま

た
は
現

金
書
留

で

干
2
7
0
松

戸
市
小

金
き
よ
し

ヶ
丘

三

の
二

の
一

佐
藤

豊
志
（
昔
3
8
6
・
5
5
9
6

番

）
へ

家

庭

婦

人

卓

球

大

会

ラ

ン

ク

別

団

体

戦
（
３

Ｗ

）

７
月

８
日
天

午

前
９

時
か
ら
　

会

場
運
動
公

園

体
育

館
　

対

象
車

内
在

住

こ
仕
勤

の
女
性

春
用

一
人

六
百

円圃
７

月
２

日
水
午

前

稍一
時
か

ら
運
動

公

園
会
議

室
で
行

う
組

合
せ
会

議

で

岡
家

庭
婦

人
卓
球

連
盟

・
古

川

昔
屁

・
3
7
2
9

番

硬

式

テ

ニ

ス

小

学

生

・

中

学

生

初

心

者

大

会

８

月
1
9
日
天

・
Ｊ
日

水

・
2
1日
米

の
各
午
前

９
時

か
ら
　

会

場
栗
ヶ

沢

公

園
テ

ニ
ス
コ

ー
ト
　

対
乖

小
学

一

～
四

年

、
小
学
五

～

六
年
男
女

シ

ン

グ
ル
ス

ニ
甲
学

生
男
女

シ
ン
グ
ル
ス
、

ダ
ブ
ル

ス

（
初
心

者

、
初
級

者
に
限

る
）
　

曹
用

シ
ン

グ
ル

ス
二
千
円

・

ダ
ブ
ル

ス

ー
ペ
ア
三
千

円

圃

７
月
２

口

水

〔
必

着
〕

ま
で
に

、

住
所

・
氏

名

・
学
年

を
記
入

の
上

、

費

用
を
同

封
し

て
現
金

書
留

で

〒
謳

松

戸
市
小

金
原
二

の
二

〇

の
二
四
千

葉

県

ジ
ュ
ニ

ア
委

員
会

・
飯
島

徳
子

（
登

錮
・
3
2
3
2

番
）

へ

翦
戸
廖
ス
ボ
！

タ
ジ
タ
ジ

’
‘
Ｉ

シ
ョ
ン
大
会
（

雌
域
萋
）

時
間
午
前
９

時
か
ら

費
用
無
料

夏

季

市

民

野

球

大

会

参

加

申

込

み

を

主

将

会

議

で

受

け

付

け

６

月
2
8日

出
午

後
５

時
～
６

時

会

場
運

動
公

園
体

育
館
談

話
室
　

参

加

資
格
・
費
用

①

眷

里

巾
民
大

会

一

回
戦

敗
退
チ

ー・
ム
、
希

望
参

加
チ

ー

ム

九

万
二

千
円

②
新

規
参

加
チ

ー

ム

＝
一
万

七
千
円

巫

当
日

費
用

を
持
参

し

て
会
場

で

羆

松
戸
市

野

球
協
会

・
野
々
下

登

窕

・
8
2
6
9

番

市

民

水

泳
教

室

一
期
＝
７
月
1
6日
水
～
2
0日
疣
、

二
期

＝
７
月
2
1囗
床
～
2
5日
蚩
の
い

ず
れ
も
午
後
５
時
3
0分
～
７
時

会

場
中

央
公
園
プ
ー
ル
　
対
象
車
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
小

・
中

二
咼
校

生
・
一
般
（
初
心
者
を
可
、
成
人
女

性
コ
ー
ス
あ
り
）
　
定
員
各
期
と
も

先
着
百
人
　
眥

拑
各
三
千
円

圃
７
月
５
日
出
・
６
日
㈲
午
後
３
時

～
５
時
の
間
に
、
費
用
を
持
参
し
て

直
接
中

央
公
園
プ
ー
ル
事
務
所
へ

舞
松
戸
市

水
泳
協
会

こ
二
好

昔
茹
・

0
3
0
3
番
（
７
月
1
6日
水
ま
で
の

午
後
７
時
～
９
時
）

申
し
込
み
は
当
日
会
場
で

、
詳
細
は
電
話
で
問
い
合
わ
せ
先
へ

地　区 期　 日 会　　　 場 事　業　 名 問い合わせ

本　 庁 7/20 竭 南部小学校

グ ラウンド ・ゴルフ

ソフト バレーボール

イン ディ アカ

ラージボ ール卓球

体育指導委員

斉藤昔36ﾜ 刀460 番

明 第一 7/13(日) 松ヶ丘小学校 ラージボ ール卓球
体育指導委員

村松1S364-292ﾜ 番

明 第 二 7/13(Eﾖ) 上本郷第二小学校

グ ラウン ド・ゴルフ

ソフトバレ ーボール

イン ディアカ

体育指導委員

大塚S363-389ﾜ 番

矢　 切
7/ 6(日) 矢切小学校

ソフトバレ ーボール

イン ディ アカ
体育指導委員

平川S362-05ﾜ8 番
7/13(1日) 柿ノ木台小学校 グラウンド ・ゴルフ

東　 部
7/ 6(日)

東部スポ ーツパーク

ソフ トバレ ーボール

イン ディ アカ

ラージボ ール卓球

体育指導委員

渡部Q391-154ﾜ 番

7/20R グ ラウンド ・ゴルフ

常 盤平
7/13(日) 常盤平体育館

ソフ トバレ ーボール

イン ディアカ

ラージボール卓球

体育指導委員

宍戸Q389-8 印 ら番

7/2000高木小学校 グラウン ド・ゴルフ

五 香 六実 7/13剛

六高台 スポーツ広場 ゲラウン ド ーゴルフ

ソフトバレ ーボ ール

ラ一ジボール卓 球

体育指導委員

山方萱38ﾜｰ9009 番
六実第三小学校 ゛

松飛台 第二小学校

小 金 原

7/13(1日) 栗ケ沢小学校 グラウン ド・ゴルフ

体育指導委員

市村公3 ∠12-6190番7/27日 小金原 体育館

ソフトバレ ーボール

インディアカ

ラージポール卓 球

小　 金 7/13(1日) 小金北小学校

グラウン ド・ゴ ルフ

ソフトバレ ーボール

イン ディアカ

体育指導委員

藤咲S344-9248 番

馬　 橋 7/130日)八ヶ 崎小学校

グラウン ド・ゴルフ

ソフトバレ ーボール

イン ディアカ

ラージボ ール卓球

体育指導委員

吉村登341-3323 番

新 松戸 7/130日) 新松戸西小学校

グラウンド ・ゴルフ

ソフトバレ ーボール

イン ディ アカ

ラージボ ール卓球

体育指導委員

香川公343-5580 番

チャンネル



お
知
ら
せ

青

年

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

実

行

委

員

を

募

集

対

象
十

六
上

二
十
歳

の
人
　

活

動

日

時
・
会

場
７

月
２
日

か

ら
毎
月

第

一
水

曜
日

の
午

後
７

時
～
９

時

、
青

少
年

会
館

内

容
1
1月

に
行

わ
れ

る

青

年
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
企
画
・
実
行

肩
青

少

年

会
館

昔
諞

・
8
5
5
6

番

文

化

ホ

ー
ル

ギ
ャ

ラ

リ

ー
の

使

用

受

付

７
月
１
日
天
午
前
1
0時

会
場
文

化
ホ
ー
ル
講
座
室
　
樒
隋

期
間
９
月

3
0日

㈹
～
1
2月
2
7日
出
　
持
ち
物
使

用
料
・
社
会
教
育
関
係
団
体
登
録
証

（
該
当
団
体
の
み
）

圃
文
化
ホ
ー
ル
昔
双
・
7
8
1
0

番

材

寺

島

文
化

会

館

助

成

金
給

付

団

体

を

募

集

対
象
1
0月
１
日
～
1
0年
３
月
3
1日

の
問
に

①

芸
術

・
文

化

②

学
術

・
体

育

ス

ポ
ー

ツ
③
そ

の
他
生

涯
学

習
領

域

の
活

動
を
目

的

と
し
た

非
営

利
団

体

が
行

う
イ

ベ
ン

ト

・
公

演
会

な
ど

の
単
発

的

な
文

化

事
業

（
個
人

の
私

的
利
用

、
政

治

・
宗

教

に
係

わ
る
も

の
を

除
ぐ
）
　
　
助

成
金
額
総

事
業

費

の
二
分

の

一
ま
た

は
十
万

円

の

い
ず

れ
か
少

な

い
方
を

上
限

圃

７
月

１
日
天

～
2
8
日

丱
の
問

に
、

所

定

の
申
請

書
で

締
寺

島
文
化

会
館

（
登
０
４

７
１
・
回
・
6
1
5
3

番

）
へ

常

盤
平

児

童

福

祉

館
の

開

館

時

間

が
変

更

期
間
７
月
2
2日
㈹
～
８
月
3
1日
㈲

開
館
時
間
午
前
９
時
丿
分
～
正
午
と

午
後
１
時
～
６
時

圃
常
盤
平
児
童
福
祉
館

公
3
8
7
・
3
3

2
0
番

プ

ラ
ネ

タ

リ

ウ
ム

の
新

番

組

７
月
５
日
出
か
ら
８
月
９
日
出

ま
で
、
新
番
組
「
七
夕
天
女
」
を

お
送
り
し
ま
す
。

一般投影の開始時間

第2・4土曜日

日曜日・祝日

第１・３・５

土曜日

10 二00

13 二30 13 : 30

猖:30 15 : 30

※投影開始の30分前から券を
発売します。

料金大人51円・小人（中学生
以下）30 円

圃
市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室

公
3
6
8
・
１
２
３
ワ
番

保
健
・
衛
生

予

防

接

種

の

お

知

ら

せ

７
月

上
旬

に
、
平

成
９

年
４
月

１

日
～
５

月
3
1日

生

ま
れ

の
人
に
予

防

接
種

の
通
知

を
し

ま
す

。
ま
た

、
表

１
に

該
当

す
る
人

は
、
申

し
込

み

が

必
要

で
す

の
で
、

直
接

各
保
健

セ
ン

タ

ー

・
各

支
所

の
市
民
健

康
相

談
室

で
申
し

込

む
か
、
（

ガ
キ
に
下
記

の

要
領

で
記
入

し
、

〒
2
7
1
松

戸
市

竹

ケ

花
七

四

の
三

松
戸

市

甲
臾
保
健

セ
ン

タ
ト

内
保
健

衛
生
課
予
防

衛
生
係
（
登

鰯
・
7
4
8
4

番

）
へ

※
旧

問
診
票

を
持

っ
て

い
る
人

は
、

個
別
接

種
受
託

医
療

機
関

・
集
団

接

種
会

場
で
交

換
し

て
使

用
で
き

ま
す

。

ま

で
に

、
（

ガ
キ
に

希
望
品

名

（
品

物

一
点

に
つ

き
一
人

一
枚
）
　・
価
格

・
住
所

・
氏
名

・
電

話
香

号
（
昼
間

お
勤

め
の
人
は
勤
め
先

の
電
話
番
号
）

を

記
入
し

て

、
一
7
2
7
1

松

戸
市

小
根
本

七

の
八

京
葉

ガ
ス
Ｆ
松

戸
第
ニ

ヒ

ル

松

戸
市

消
費

生
活

課

消
費
生

活
係

へ

※
相
手

の
紹
介

は
月

初
め
に

抽
選
し

当
選

者
に
電

話
連

絡
し
ま

す

。
紹

介

後
は
自

主
交
渉

に
な

り
ま
す

。

○

次
回
掲
載
分
に
つ

い
て

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、
６
月
ｒ

日
座
ま
で
に
、
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
二

人
三
点
ま
で
）
。
７
月

2
5日
号
に
掲
載
し
ま
す
。
価
格
は
一

万
円
ま
で
で
、
衣
料
品
・
食
料
品
・

自
転
車
な
ど
は
扱
い
ま
せ
ん
。

亶
消
費
生
活
課
消
費
生
活
係

登
莇
・

7
3
2
9
番

ハガキ記入 要領

・希望する予防接種名

(複数可)

・初めて または今 まで
受けた日付け

回受けた

日
日
日

月
月
月

年
年
年

・住所
・保護者氏名

・子ども の氏名

・子ども の生年 月日

・電話番号

愛

の
献

血

（
Ｋ

Ｔ

Ｋ
）

６
月

丿
日
糜
ま

圜
９
時
3
0分
～
1
1

時
丿
分

会
場
小
金
保
健
セ
ン
タ
ー

髓
健
康
課

登
鰯
・
7
4
8
7

番

愛

の

献
血

（
二
コ

ニ
コ

商

店

会

・
東

口
商

店

会

）

６
月
2
7日
吻
午
後
１
時
3
0分
～
４

時

侖
殲
市

民
会
館

圃
健
康
課
昔
鰯
・
7
4
8
7

番

表1

①平 成９年４月１日 ～５月31 日 生ま れで

６月 １５日以 降 に住 民 登録 を し た 人

②予 診 票 を 持 っ てい な い 下 記の 人

7 歳6 ヵ 月 末 満 の人

○ツベ ルクリ ン反応･B  CG=  3ヵ 月以上

４歳 未満 で接種をし ていない人

○ポリ オ＝ ３ヵ月以 上 ワ歳 ６ヵ 月淞 尚で ２

回飲 んでいない人

Ｏ ＤＰ Ｔ＝ ３ヵ月以 上 ワ歳 ６ヵ 月末丿黄で ４

回接 種し ていない人

○麻し ん＝ １歳以上 ワ歳 ６ヵ 月未満で接種

をし ていな い人

○風し ん＝ １歳以上 ７歳 ６ヵ 月末丿苗で接種

をし ていな い人

○日本脳 炎＝ ３歳以 上 ワ歳 ６ヵ 月未満で ３

回接 種し ていない人

小 ・中 学 生

○日 本 脳炎 第 ２期＝ 小学 ４年 以上13 歳 未

満 の人 で追 加接 種をし ていな い人

○日 本 脳炎 第 ３期＝ 中学 ２年 以上16 歳 未

満 の人 で追 加接 種をし ていな い人

Ｏ ＤＴ 第 ２期＝ 小学 ６年 以上13 歳 未満 の

人 で追 加接 種をし ていな い人

○ 風し ん＝ 中学 ２年 以上16 歳 未満 で接 種

をし て いな い人

講
座
・
講
演

こ

ど

も

料
理

教

室

７
月
５
日
出
午
後
２
時
～
５
時

命
焉

馬
橋
市
民
セ
ン
タ
ー
　
対
象
小

学
校
低
学
年

内
脊

二
色
ど
ん
ぶ
り

謹
師

料
理
研
究
家

二
咼
橋
貴
美
代
氏

霍

貝
先
着
二
十
人

春
用

五
百
円

雨
電
話
で
常
盤
平
児
童
福
祉
館

登
ｙ

・
３
９
り
０乙
Ｏ
番
へ

社

交

ダ

ン

ス

初

心

者

講

習

会

７
月

１
日
～

３
日

の
毎

週
火

曜
日

〔
全

五
回
〕
、

午
後

７
時

丿
分
～

９
時

会

場
常

盤
平
市

民

セ
ン

タ

ー
　

内
容

ブ
ル

ー
ス

ー
ワ
ル

ツ

ー
ジ
ル

バ
　

対

象
三

十

歳
ま

で
の
人
　

眥

唄

卞
円

※
革
靴

着
用

の
こ

と

圃

松
戸

青

年
社
交

ダ
ン

ス
サ

ー
ク

ル

・
梅
沢

公

詬

・
0
0
8
0

番

手

づ
く

り

ネ

ク

タ
イ

講

習

会

６
月
2
7日
金
午
前
1
0時
～
午
後
１

時
3
0分

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う

ま
つ
ど
　
内
容
心
の
こ
も
っ
た
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
作
る
　
持
ち
物
裁
縫
道
具

曹
廖
卞
円
か
ら

圃
松
戸
ホ
ビ
ー
サ
ー
ク
ル

．
加

腰
登

沺
・
Ｏ
［
ｎ
り０
３
番

リ
ズ
ミ

ッ
ク
カ
ン
フ

ー
体

験

講

座

①
６
月
2
8日
出
、
７
月
５
日
出
・

1
2日
出
、
午
後
３
時
～
４
時
巧

貧
②

７
月
1
9日
出
・
2
6日
出
、
８
月
２
日

出
、
午
後
４
時
丿
分
～
５
時
4
5分

会
場
青
少
年
会
館

対
象

①
小
学
生

②
中
学
生
以
上
　
鶯

用
千
円

圃
リ
ズ
ミ
ッ
ク
カ
ン
フ
ー
新
松
戸
・

土
田

登
謁
・
6
5
1
9

番

ダ
ル
マ
植
え
込
み
盆
養
菊
の
実

技
講
習
会

７
月
６
日
襾
正
午
～
午
後
４
時

会
場
市
民
会
館

蓄
用
無
料

亘
千
松
菊
花
会
・
結
城
登
沺
・
5
9

8
5
番

あ
な
た
の
健
康

骨
粗
し
ょ
う
症
と
ホ
ル
モ
ン

わ
が
国
で
は
現
在
、
女
性
の
平

均
寿
命
は
、
ほ
ぽ
八
十
三
歳
と
長

寿
を
誇
る
社
会
が
到
来
し
て
い
ま

す
。
以
前
に
比
べ
、
三
十
年
以
上

も
長
く
な
っ
た
余
裕
の
人
生
を
、

豊
か
な
心
を
持
っ
て
健
や
か
に
過

ご
し
た
い
と
、
誰
し
も
望
む
こ
と

で
し

よ
ヽ
つ
。

更
年
期
は
女
性
の
だ
れ
も
が
通

過
す
る
一
時
期
で
す
が
、
約
二
〇

％
の
人
に
女
性
ホ
ル
モ
ン
、
特
に

エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
減
少
に
よ
る
、

さ
ま
ざ
ま
な
更
年
期
障
害
が
起
こ

る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

気
づ
き
に
く
い
骨
の
弱
さ

そ
の
障
害
の
一
つ
に
、
最
近
よ

く
話
題
に
さ
れ
る
骨
粗
し
ょ
う
症

が
あ
り
ま
す
。
骨
の
中
が
ス
カ
ス

カ
に
な
っ
て
、
も
ろ
く
な
っ
て
も

自
分
で
は
な
か
な
か
気
づ
か
な
い

疾
患
で
す
。
一
般
に
閉
経
後
数
年

間
は
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
が
急
激
に
減

少
す
る
た
め
、
骨
か
ら
カ
ル
シ
ウ

ム
が
溶
け
出
し
て
骨

が
も
ろ
く
な

り
、
や
が
て
老
年
期
に
な
っ
た
と

き
に
、
骨
折
し
や
す
く
な
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
若
い
と

き
に

ダ
イ
エ
ッ
ト
な
ど
を
し
て
、

栄
養
不
足
だ
っ
た
人
な
ど
が
か
か

り
や
す
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

骨
は
栄
養
と
運
動
で
強
く
な
る

一
般
に
骨
粗
し
ょ
弓
症
の
予
防

や
治
療
の
基
本
は
、
栄
養
と
運
動

で
す
。
予
防
法
と
し
て
は
、
①
牛

乳
・
チ
ー
ズ
・
納
豆

∴
豆
腐
・
緑

黄
色
野
菜
・
海
藻
な
ど
か
ら
の
カ

ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
②
干
し
し
い
た

け
・
レ
バ
ー
・
い
わ
し
・
さ
つ
ま

あ
げ

な
ど
か

ら
の

ビ
タ
ミ

ン
Ｄ

の

摂

取
③
日

光
浴

（
普

通

の
生
活

を

し

て

い
れ

ば
問
題
な

い
で
し

ょ
う

）

①

ウ
ォ

ー
キ

ン

グ
な
ど
年

齢
相

応

の
運
動

を
し

て
骨

を
強
く

す

る
⑤

下

半

肄
の
適

度
な
筋

力

強
化
運

動

（
転
倒
防

止
に

役
立
ち

ま
す

）
が
挙

げ
ら

れ
ま
す

。

ホ
ル
モ
ン
を
補
う
治
療
の
進
歩

最
近
、
骨
粗
し
ょ
う
症
に
限
ら

ず

、
種

々
の
更
年

期
障

害
を
起

こ

す
人

に
も
「
ホ
ル
モ

ン
補

充
療
法

」

と

い
わ

れ
る
治

療
法

が
行

わ
れ
る

よ
う

に

な
り
、

か
な
り

の
効

果
を

上

げ
て

い
ま
す

。

か
つ

て
は
、
こ

の
よ
う
な

ホ
ル

モ

ン
の
使

用
に

よ

っ
て
、
乳

が

ん

や
子

宮
体

が

ん
に
な
り

や
す

く
な

る
な
ど
の
副
作
用
が
問
題
で
し
た
。

ま

た
、
閉

経
後

十
年
以

上
も

た

つ

と

、
ホ

ル
モ

ン
や

カ
ル
シ

ウ
ム

の

減
少

傾

向
は
緩

や
か

に
な
け

ま
す

の
で
、
老

年
期

の
補

充
療
法

は
あ

ま

り
行

わ
れ
ま

せ

ん
で
し

た
。

し

か
し

、
今

で

は
こ

れ

ら
の
課

題

も
研

究
さ

れ
、
解
明

さ

れ
て

い

ま

す

の
で
、
広

ぐ
普
及

す

る
よ
う

に
な

っ
た

の
で
す

。

い
ず

れ
に
し

て
も
、
有
効
性
と
副
作
用
と
を
考

慮

し
な

が
ら

、
医

師
と

の
か
か

わ

り
合
い
を
密
に
し
て
、
上
手
に
使

用

す

べ
き
も

の
と
思

わ

れ
ま
す

。

（
松

戸

市
医
師

会

）

○

譲
り
ま
す

〔
家

具
〕

ス
チ
ー
ル
パ
イ
プ
製
シ
ン

グ
ル
ベ
ッ
ド
無
料
◆
折
り
た
た
み
式

パ
イ
プ
た
ん
す
千
円
◆
籐
製
ガ
ラ
ス

テ
ー
ブ
ル
五
千
円
◆
折
り
た
た
み
式

座
卓
千
円
◆
食
器
棚
無
料
◆
学
習
机

無
料
◆

ブ
レ

ザ
ー
た
ん
す
五
千
円
◆

ダ
イ
ニ
ン
グ
用

い
す
四
脚
五
千
円
◆

籐
製
座

い
す
七
百
円
◆
籘
製
ラ
ブ
チ

ェ
ア
二
千
円
◆
ソ
フ
ァ

ー
万
円
二
点

〔
電
気
用
品

〕
電
動
介
護
用

ベ
ッ
ド

無
料
◆
イ
コ
ラ
イ
ザ
ー
四
千
円
◆
卓

上
ミ
シ
ン
五
千
円
◆
フ
ァ
ク
ス
一
万

円
◆
女
性
里

咼
周
波
式
脱
毛
器
五
千

円
◆
扇
風
機
無
料
・
五
百
円
◆
電
子

レ
ン
ジ
五
千
円
◆
ニ
ド
ア
冷
蔵
庫
無

料
◆
二
十
四
町

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
（
台

付
）

無
料
◆

全
自

動

洗
濯
機

一
万
円

〔
子

供

用

品

〕

電

動
搾
乳

器
千
円

◆

手
動

搾
乳

器
五
百

円
二

点
◆

ベ
ッ
ド

メ
リ

ー
千
円

こ
二
千
円
◆

ベ
ビ

ー

ベ

ッ
ド
三
千
円

・
九
千
円

◆
母

乳

パ
ッ

ド
ハ

百
円
◆

母

乳
冷
凍

パ
ッ
ク
千

五

百
円
◆

ネ

ッ
ト

キ
ャ

リ

ー
千

五
百
円

◆
木

製
す

べ
匯
ム
ロ
五
千

円
◆

子
供

用

蚊
帳

六
百
円

◆

ベ
ビ
ー
用
体

重
計

千

円
◆

プ
レ

イ

マ
ッ
ト
付

ベ
ビ

ー
サ

ー

ク
ル
三
千
円

◆

ベ

ビ
ー

バ
ス
無
料
◆

ベ
ビ

ー
オ
ル

ゴ
ー
ル
二

千
円

◆
Ｂ

型

ベ
ビ

ー
カ
ー
千
円

∴
二
千
円

◆
Ａ

型

ベ
ビ

ー
カ
ー・
一
万

円
◆

ベ
ビ

ー
ラ

ッ

ク

ー
万

円

〔
ス

ポ

ー

ツ

用

品

・
楽

器

〕

エ
レ

ク

ト

ー
ン
無
料
二

点
◆

電
子

オ

ル

ガ

ン
無

料
◆

オ
ル

ガ
ン

一
万

円

◆

ス
キ

１

板

丿
惣
千
円

◆

ス
キ

ー
靴
2
2
惣
千

円

◆

ス
キ

ー

ウ
ェ

ア
1
4
0惣
千
円

◆

エ

ア

ー
バ
イ

ク

ー
万
円

◆

腹
筋

台
千
円

◆

ア
ッ

プ
ラ
イ
ト

ピ

ア
ノ

の
足

台
四

千

円
◆

キ

ャ
ン

プ
坩
木
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見に行こう　聴いてみよう　＝文化施設だより=＝

期日 内　容 （☆印 は有料 ） 開演時間 問い 合わせ先

6/28 圉
県立松戸六実高等学校吹奏楽部

第16回定期演奏会
14:00

県立松戸六実高等学 校

登385-5ﾜ91 番

29(日)松戸市合唱連盟第23回合唱交歓会 10:00 松戸市音楽協会　　55383-0111 番

7/ 5 圉 松戸市民吹奏楽団ファミリーコンサート 18 : 00松戸市民吹奏楽団　Q368-2536 番

6(日)兼坂連合会　兼坂流発表会 11:30 兼坂連合会　　　　 登36ワー1383 番

13 ⑧ 万作踊りおさらい会 10 : 00万作踊り保存会　　S364-9940 番

19(土)松戸カッパ友の会｢ 新・つるの恩返し｣ ☆ 15 : 00松戸カッパ友の会　 登368-2290 番

20 蝎 第6回馬橋プラウエンコール演奏会　 ☆ 15 : 00馬橋プラウエンコールQ343-9355 番

23 ㈲
松戸親と子の良い映画を見る会10:00 13:00

「象のいない動物園」☆　　　15 二00 18:30
松戸親と子の良い映画を見る会

登362-3ﾜ38 番

期日 内　 容 （☆印は 有料） 開演時剛　　　　　　 問い合 わせ先

6/27R 映画会「午後の遺言状」　☆ 18 : 30ﾘ｣滄 きよ子　　　　　　　 登386-45ﾜ3 番

28 圉 モダンバレエ発表会　　　　　･16:00 高山ふさ江　　　　　　Q345- 引94 番

29(日ﾄﾞ第1[o]松戸市俳句大会　　　　　　13 : 00 増成栗人( 大井方)　　　Q363-3185 番

7/ 2 冰）カラオケ発表会　　　　　　　　　16:3(y 三代正彦　　　　　　　　o366 ―ﾜ618 番

3(札 思春期保健セミナー　　　　　　 贈:00ﾎ 健康課　　　　　　　　S366-7486 番

5(土)ピアノ発表会 巧:00 丑 澤えい子　　　　　　　Q368-9294 番

１１銜 アムウェイ健康セミナー　☆ 13 : 30 田中奈知子　　　　　　　Q391-2ﾜ 引 番

12 出 ダンスファクトリー 13:00 山野あい子　　　　　　Q345-6320 番

19 圉 しろ つめ草ピアノ発表会 15:3 昨松井保子　　　　　　　　c363-ﾜ 引ﾜ 番

20 竕 カラオケコンテスト 18:00 冨永＜に子　　　　　　S341-3623 番

※月曜日は休館

期　間 内　容 問い合わせ先

6/29  (日)まで 松戸市美術展 市教育委員会社会教育課　S366 ―ﾜ462 番

7/ 2 ㈲～　6([ﾖ) 鎌倉彫哇雅会作品展 鎌倉彫桂雅会　　　　　　S3 ∠川一29ﾜ2 番

7/23  W～27( 日)松戸市小中学校児童生徒席書展 市教育委員会指導課　　　o366 ―ﾜ458 番

7/22W ～8/  3(Eﾖ)平和パネル・ポスター展 市総務部総務課　　　　　登366-ﾜ305 番

開館時間…午前10 時～ 午後6時（月曜日は休館）

期間・催し物 内　　　　　容

7/6 日 まで

徳川写真館Par  til一徳川昭武

・慶喜の 作品を中 心に－

徳川昭武や慶喜をはじ めと する徳川卜 門の人々は 、幕末か
ら写真に関心を寄せ 、明治20 年代以降は数多＜の写真を自ら

撮影するようになります。初公開の写真多数を含む、徳川家
伝来の写真の数々にご 期待＜ださい。

入館時間…午前9 時30分～午後4時30 分（月曜日は休館）　入館料…大人60 円、高大学生40 円、
小中学生20 円（第2・4土曜日は、小中学生の観覧は無料です）

※戸定邸「ｲ吏者の間・従者の間」の復元工事を実施します。周辺および来園の皆様にご迷惑をお
かけする場合もありますが、ご理解とご 協力をお願いします。

＼ 期　　　間 内　　　　　容

展

－不

7/ 8 固 ～13(Eﾖ) 「ベゴニア展」　日本ベゴニア協会松戸支部
7 / 1 8 窗

～ 2 6 (

土 )

- ㎜㎜ ㎜ ㎜ 　 ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ 　 　 　 　 　 　 ㎜

「公 園 の と ん ぼ 展 」　 企 画 展

－　　－　　‥

7/29W ～8/3( 日) 「ひょうたん展」　松戸瓢箪（ひょうたん）村

ウ

オ
ツ
チ
ン
ゲ

7/ 6( 日)午 前10 時～11 時30 分 野草ウォツチンゲ　講師…自然解説員・川端祥子氏
7/19C 土) 午 後3 時

～4
時

皿======-　==　　　=====　　　　　 ＝

季節のみどころ歩き　講師…パークセンター職員

7/20 竕午 後3 時～4 時 昆虫ウォツチンゲ　講師…自然解説員・佐藤隆士氏

㎜　　　　㎜　　　　　㎜㎜･　㎜㎜㎜㎜　　㎜巫 当 日 パ ー ク セ ン タ ー で　 定 員25 人　 費 用 無 料　 ※ 雨 天 中 止

祟
毎週水・土 一日曜日と祝日、午前10

時～正午と午後１時～3時30 分

みどりの相談員による花や緑に関する相談

(電話でも受け付けます)

開館時間…午前9時～午後4時30 分（月曜日は休館）　※ﾜ/21 ㈱からは午後6 時まで

健康保険証を忘れずに

◆テレホン案内サービス
………Q366-0010 番

平日・午後5時～翌日午前9時
休日と土曜･午前9時～翌日午
前9時

◆夜間急病診療所…登368-3756番
衛生会館内･毎日午後8時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所
………Q365-3430 番

衛生会館内･午後8時～11時

＼ 期　日 内　 容 （☆印は 有料） 開演時間 問い合 わせ先

大
ホ

｜ル

6/29(1日)ビリー・ヴォーン楽団　☆ 14 : 00
紂松戸市文化振興財団

S384-5050 番

7/ 6(日)
松戸混声合唱団・ハイドン｢ 天地創造｣

演奏会　☆
14 : 00朝倉浩之　　　S343-05ﾜ3 番

9團 長山洋子コンサート　☆
14:00

18 : 30

ペルワールドミ ユージツク
Q03-3222-ﾜ801 番

－　　－

12 圉 松竹大歌舞伎　☆ 13 : 00
聯松戸市文化振興財団

O384-5050 番

20 蝎
第3回千葉県こども合唱フェスティバ
ル

13:30
紂松戸市文化振興財団

登384-5050 番
一一一一一　　　 一一

24 困 ロシア・オールスター　スーパー・ガ

ラ　☆
18:30

東京バレエ劇場
O03-3361-0958 番

小
水

｜ル

6/26 困 レ スナーコンサート５ 11:00 渡辺圭子　　　O346-2450 番

28(土)新樹の会第25回声楽演奏会　☆ 14:00 酒丼仁美　 登04ﾜ1-63-0ﾜ52 番
一一　　 一一一一

29 日
ファミリーのための名曲コンサート

～小倉貴久子リサイタル～　☆
14 : 30

松戸クラシック音楽を楽し む会
容362-3ﾜﾜ5 番

㎜ ㎜ 　 - =

7 /  4 窗 京葉ガス松戸支社'9ﾜ 快適空調フェア
講演会まちづくリ

1∠に00 京葉ガス松戸支社S365-9292 番

5出 ピ アノ発表会 14 : 30島村眞澄　　　　Q362-5286 番
一一一　　 一一一

16 團
フォルテピアノの会（ヴァイオリンと
ピ アノの発表会）

19:00 西澤節子　　　　Q384-1ﾜ 副 番

18 銜 森の名人会「納涼寄席」　☆ 18:30
紂ｷ公戸市文化振興財団

O384-5050 番
㎜ ㎜ ㎜¶ 　 a W ■ ■ - ･

1 9 出

ファンタスティックコンサート 15:30 池本幸子　　　　Q368-0245 番
一 一 一

2 0 竭
ピ アノ発表会 15 : 30

上野範子　　　　Q363-4625 番
上野範子ピアノリサイタル　☆ 18 : 30

25 銜 おたまじ やくしとかえるたちの音楽会 14 : 00松島輝代　 昔04ﾜ4-49-23 副 番

期　　間 内　　　　　容

7/1W ～31M

午後IE持15 分・3時

巧分から15分間( 土

一日･祝 一休日は午前

11時からも上映)

ハイビジョン映像｢ しぜんとあそぼ／はく ちょう｣

会場講堂　観覧無料

※8/1廊からは｢し ぜんとあそぼ／さる｣(15 分間)を上映し ます。

なお 、ﾜ月６日⑧・13日(日)は講座開催のため､ 午前11 時・午後4時からの2

回の上映とさ せていただきます。

7/6 ⑧まで

考古資料展｢ 古墳時代のうつわ｣

内容博物館が所蔵している古墳時ｲ弋の土器102 点の展示公開 会場企画展示

室 観覧無料 展示解説会ﾜ月６日(日〉午後3時～3 時30分

7/19C土)～10/19 日

教育展「教科書の中の道具とくらし」

内容小学校の社会科や国語の教科書に登場する昔の生活用具の実物展示 会

場企画展示室　観覧無料

7/29W ～31 休)・

8/19W ～21困

午前10 時と午後2時

からそれぞ れ2時間

夏休み体験教室「布を織る」

内容木綿の縦糸に細く裂いた木綿布を織り込む「裂き織り」体験　対象小学

4～6年生　定員各回3人（先着順） 費用無料

圉電話で市立博物館夏休み体験教室係**384-82ﾜ2 番へ（ﾜ月１日㈹午前10

時受付開始匚

入館時間…午前9時30 分～午後4時30 分　常設展観覧料…一般300 円(240 円卜 高大学生150 円

（100 円）・小中学生100 円（60 円）（　）内は20 人以上の団体料金　※第2 ・4土曜日は小 ・中学生

は観覧無料で す。　休館日…月曜日（祝日に当たるときは翌日）・第4 金曜日（館内整理日）

総合展示解説ツアー…毎週土・日曜日と祝日の午後2時より30 分間 、解説員による総合展示解

説ツアーを開催し ております（参加者は常設展示観覧料が必要となります）。

期　圜 6/26W まで 6/29( 日)～7/10 ㈲ 7/11R ～7/24㈲

東
すみえの会午後の部作品展

間]小川登366-0 引3 番
松戸市美術展人選者展

松 戸 文 化 写 真 会 作 品 展

厖 河 上Q363-4940 番

一一一一一　－　　　　－　 －

西

菜の花の会
シャドーボックス作品展

匿内村S343-36ﾜ2 番

圜市教育委員会社会教育課

o366 ―ﾜ462 番
史志輝墨彩画展

暦史(し)昔3∠13-9505番

○お気軽にご相談＜ださい　７月の相談あんない Ｏ

※相談はすべて無料で す。☆印の相談は予約 をお願いします。

森のホール

21

市民会館

市民劇場

博物館
文化ホールギャラリー

戸定歴史館

21世紀の森と広場パークセンター　　　　　 .

松戸駅市民ギャラリー

相 談名

交通事故

市政･一般

法律相談

税務相談

登記相談

行政相談

住宅相談

外国人相談

住宅ﾘﾌｫｰﾑ

労働 相談

期　　日 時　　間
会場

市

民

相

談

室

国
民
年
金
課
適
用
係

巡

回

年

金

相

談

消費生活相談

期　　日 時　　間 会　場

人権相談

相談名

心

配

ご

と

相

談

ゆうまつど

こころの相談

女性就業相談

女性パート

労 働 相 談

就学相談☆

教育相談☆

育 児 相 談

(すくすくﾃﾚﾌｫﾝ)

0

救急医療体制
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